
人口と世信
3月1日現在( )内は対前年同月比

・人口 132.680人 (ー18人)
[うち外国人891人]

男 65.824人(ー129人)
女 66.856人(+111人)

・世帯 51.428世帯(+判5世帯)
※住民基本台帳人口・世帯に外国人登録者
数・世帯数を加えた数値です。
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Iスリムな市役所lとI充実した公共サ"ビスl
2006年度施政方針

福
嶋
浩
彦
市
長
は
2
月
幻
自
に
開
会
し
た
第
1
固
定
例
市
議
会
で
、

2
0
0
6
年
度
の
施
政
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
と
今
関
敏
男

教
育
長
の
施
政
方
針
、
伊
藤
久
水
道
局
長
の
経
営
方
針
を
要
約
し
て
紹

介
し
ま
す
。
な
お
、
施
政
方
針
等
の
全
文
は
、
市
の
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
や

市
役
所
行
政
情
報
資
料
室
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

す
べ
て
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
行
政

が
担
う
こ
と
は
不
可
能
に
な
り
ま
し

た
。
公
共
の
分
野
を
行
政
が
独
占
す

る
、
あ
る
い
は
支
配
す
る
、
と
い
う

時
代
は
と
っ
く
に
終
わ
っ
て
い
ま
す
。

民
間
企
業
も
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
担

っ
て
い
ま
す
し
、
新
た
な
公
共
の
担

い
手
と
し
て
受
場
し
た
N
P
O
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ

ネ
ス
な
ど
の
活
躍
も
目
覚
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
民
間
の
主
体
と
行
政
が

翠
守
の
立
場
で
協
働
し
て
、
民
と
官

で
共
に
担
う

「新
し
い
公
共
」
を
猷

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
行
政
の
役
割
は
、
公

権
力
を
伴
わ
な
け
れ
ば
で
き
な
い
仕語り合う学生涯ち(市民活動フェアで)

事
(
必
要
最
小
限
の

「許
認
可
」
な

ど
)
と
、
市
民
と
共
に
定
め
た
ま
ち

づ
く
り
の
目
標
に
向
か
っ
て
あ
ら
ゆ

る
市
民
や
企
業
の
活
動
を
コ
I
デ
イ

ネ
イ
ト
し
、
下
支
え
し
て
い
く
仕
事
、

こ
の
二
つ
が
中
心
に
な
る
と
考
え
ま

す
。
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
実
際
に
提
供

す
る
事
業
は
、
徹
底
し
て
民
間
に
任

せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

た
だ
し
こ
れ
は
、
す
べ
て
を
市
場

経
済
に
任
せ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
し
、
ま
し
て
や
、
公
共
自

体
を
小
さ
く
し
て
し
ま
っ
て
良
い
と

い
λ
垂
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

少
子
高
齢
社
会
の
こ
と
を
考
え
て

も
、
環
境
問
題
を
考
え
て
も
、
公
共

の
来
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
大
き
く

な
る
と
一
冨
え
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
公
共
サ
ー

ビ
ス
を
担
う
仕
組
み
を
つ
く
り
、
多

様
な
民
間
の
主
体
を
育
て
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
公
共
を
担
う
民
間

の
主
体
を
豊
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
は
よ
り
充
実
さ

せ
つ
つ
、
ス
リ
ム
で
効
率
的
な
市
役

所
を
実
現
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

「
大
き
な
公
共
」
と
「
小
さ
な

(
地
方
)
政
府
」
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

我
孫
子
市
は
今
年
3
月
、
約
1
2

0
0
の
市
の
す
べ
て
の
事
務
事
業
を

一
覧
に
し
て
公
開
し
、
民
間
企
業
や

N
P
O
か
ら
民
営
化
・
民
間
委
託
の

提
案
を
公
募
し
ま
す
。

「委
託
を
受
け
れ
ば
、
市
の
や
り

方
と
は
ま
っ
た
く
違
っ
た
育
法
で
、

も
っ
と
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
ず
っ
と
安

く
提
棋
し
ま
す
」
と
い
う
提
案
や
、

「市
が
こ
う
い
う
協
力
さ
え
し
て
く

れ
た
ら
、
完
全
に
民
間
の
事
業
と
し

て
、
も
っ
と
良
い
内
容
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
ま
す
」
と
い
う
提
案
を
募

集
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

提
案
が
現
行
法
と
ぶ
つ
か
る
と
き

は
、
構
造
改
革
特
区
の
提
案
に
つ
な

げ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
手
法
と
し

て
は
、
指
定
管
理
者
を
使
う
も
の
、

市
場
化
テ
ス
ト
を
使
う
も
の
、
さ
ま

ざ
ま
な
も
の
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

と
に
か
く
例
外
な
く
市
の
す
べ
て

の
事
業
を
対
象
に
し
て
、
も
ら
っ
た

提
案
を
外
部
の
有
識
者
と
市
民
、
市

職
員
で
構
成
す
る
審
査
会
で
検
討
し

ま
す
。
審
査
の
基
準
の
基
本
は
、
コ

ス
ト
と
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
総
合
的
に

見
て
、
市
民
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な

る
か
ど
う
か
、
と
い
今
点
に
つ
き
る

と一一
首
え
ま
す
。

こ
の
審
査
を
通
し
て
、
民
間
に
任

せ
た
ほ
う
が
い
い
事
業
、
本
当
に
市

が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
、

民
と
官
と
の
役
割
分
担
否
も
う
一
度

根
本
か
ら
聞
い
直
し
て
い
き
ま
す
。

M

∞
年
度
は
、
市
の
憲
法
と
し
て

「自
治
基
本
条
例
」
の
制
定
を
目
指

し
ま
す
。

2
月
四
日
に
、
市
民
・
学
識
経
験

者
・
市
職
員
沼
人
で
構
成
す
る
「
(
仮

称
)
我
孫
子
市
自
治
基
本
条
例
」
策

定
委
員
会
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
広
報
や
ホ
ー

ム
ペ
l
ジ
、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
な
ど

で
積
極
的
に
情
報
を
提
供
し
な
が
ら
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
じ

て
意
見
を
い
た
だ
き
、
8
月
を
目
標

に
条
例
案
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

こ
の
自
治
基
本
条
例
に
は
、
重
要

な
柱
が
2
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、

は
じ
め
に
述
べ
た
「
新
し
い
公
共
」

の
形
成
で
す
。
も
う
一
つ
の
柱
は
、

市
民
の
意
思
に
基
づ
い
て
自
治
体
を

運
営
し
て
い
く
仕
組
み
を
地
域
に
し

っ
か
り
と
作
る
こ
と
で
す
。

固
か
ら
補
助
金
を
も
ら
っ
て
自
治

体
が
仕
事
を
し
て
い
る
と
き
は
、
国

の
補
助
基
準
に
従
っ
て
事
業
を
行
い
、

「
国
の
基
準
ど
お
り
執
行
し
て
い
ま

す
」
と
い
ろ
説
明
責
任
を
固
に
対
し

て
来
た
し
て
き
ま
し
た
。

政
府
の
「
三
位
一
体
の
改
革
」
は

き
わ
め
て
不
十
分
で
す
が
、
そ
れ
で

も
仰
年
度
か
ら
は
、
基
幹
税
で
3
兆

円
の
税
源
移
識
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

分
権
の
時
代
に
は
、
自
治
体
は
市

民
の
意
思
に
基
づ
い
て
仕
事
を
し
、

今
ま
で
以
上
に
市
民
に
対
し
て
説
明

責
任
を
果
た
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
自
治
基
本
条
例
は
、
そ

の
た
め
の
最
も
基
本
的
な
指
針
で
す
。

分
権
改
革
を
進
め
な
が
ら
、
真
に

市
民
が
主
権
者
と
な
る
地
域
を
創
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

市
の
中
期
財
政
計
画
は
、
侃
年
度

か
ら
3
カ
年
の
歳
入
・
歳
出
を
見
通

し
、
行
政
改
革
市
民
推
進
委
員
会
の

「財
政
改
革
に
関
す
る
提
言
」
を
踏

ま
え
た
持
続
可
能
な
計
画
と
し
ま
す
。

常
勤
職
員
の
人
件
費
は
3
年
間
で

4
億
円
削
減
す
る
こ
と
と
し
、
地
方

交
付
税
の
一
部
が
振
り
替
え
ら
れ
た

臨
時
財
政
翠
蚕
な
ど
を
除
く
通
常

の
市
債
の
年
平
均
発
行
額
は
日
億
円

以
内
に
抑
え
、
市
債
残
高
を
減
少
さ

せ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
経
常
収
支

比
率
の
長
期
目
標
を
お
%
に
置
き
、

経
常
的
経
費
の
節
減
に
努
め
ま
す
。

何
年
度
予
算
案
で
は
、
人
件
費
は

前
年
度
よ
り
約
2
億
1
9
0
0
万
円

(
非
常
勤
職
員
等
を
含
め
る
と
約
1

億
5
5
0
0
万
円
)
削
減
し
、
市
税

収
入
に
占
め
る
割
合
は
何
年
度
の
日

.
0
%
か
ら
印
・
9
%
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
市
債
は
約
U
億
2
8

0
0
万
円
に
抑
え
ま
し
た
。

経
常
的
経
費
も
、
各
部
局
が
枠
配

分
の
範
囲
内
で
、
創
意
工
夫
し
な
が

ら
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
何
年
度
か
ら
の
3
カ
年
実

施
計
画
の
新
規
事
業
は
、
シ
ニ
ア
世

代
の
能
力
や
知
識
・
経
験
の
活
用
、

若
い
世
代
の
定
住
化
、
究
流
人
口
の

増
加
な
ど
の
重
点
施
策
を
中
心
に
、

市
民
ニ

I
ズ
や
緊
急
性
の
強
い
事
業

を
選
び
ま
し
た
。

侃
年
度
予
算
案
の
新
規
事
業
は
、

事
業
の
選
択
(
ラ
ン
ク
付
け
)
と
事

業
費
の
絞
り
込
み
を
ホ
I
ム
ペ

I
ジ

で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
4
回
公
開
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
は
日
件
お
項
目

の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

各
課
か
ら
提
出
さ
れ
た
2
1
5
事

業
か
ら
、
あ
ぴ
こ
市
民
活
動
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
開
設
、
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
の
整
備
、
子
ど
も
究
流
拠
点
づ

く
り
、
各
種
検
診
の
充
実
、
小
中
学

校
校
舎
の
大
規
模
改
造
な
ど
の
1
4

9
事
業
を
採
択
し
ま
し
た
。
ま
た
、

事
業
費
は
却
億
2
6
0
0
万
円
か
ら

四
億
5
7
0
0
万
円
に
絞
り
込
み
ま

し
た
。

市
の
基
本
構
想
で
あ
る

「手
賀
沼

の
ほ
と
り
心
輝
く
ま
ち
人
・
烏
・

文
化
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
を
実
現
し
、

自
立
し
た
環
境
・
文
化
都
市
を
目
指

し
ま
す
。
侃
年
度
も
7
つ
の
リ
I
デ

イ
ン
グ
プ
ラ
ン
を
展
開
し
ま
す
。

。
手
賀
沼
を
は
じ
め
と
す
る

自
然
に
親
し
め
る
交
流
空
間
"
つ
く
り

手
賞
沼
、
利
根
川
、
古
利
根
沼
な

ど
の
自
然
豊
か
な
水
辺
を
、
魅
力
的

な
究
流
空
間
に
し
て
い
き
ま
す
。

手
賀
沼
の
水
質
楊
化
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
沼
を
取
り
巻
く
自
然
環

境
の
一
体
的
な
再
生
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
手
賀
招
沿
い
の
史
跡
や
文

化
財
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
し
、
我
孫
子

の
魅
力
を
高
め
ま
す
。

本
知
事
を
会
長
と
す
る
「
手
賀
沼
水

環
境
保
全
協
議
会
」
を
軸
に
、
沼
の

水
質
浄
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

事
生
き
物
観
察
会
や
ヨ
ッ
ト
(
ア
ク

セ
ス
デ
ィ
ン
ギ
I
)
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
な
ど
環
境
学
習
を
進
め
ま
す
。

市
根
戸
新
田
で
、
レ
ン
ゲ
米
の
生
産

や
巣
樹
栽
培
に
取
り
組
み
ま
す
。

ホ
嘉
納
治
五
郎
別
荘
跡
地
、
杉
村
楚

人
冠
邸
、
旧
村
川
別
荘
な
ど
の
史
跡

や
文
化
財
を
つ
な
ぎ
、
歴
史
と
自
然

に
触
れ
合
え
る
エ
リ
ア
と
す
る
た
め
、

整
備
計
画
を
作
り
ま
す
。

まち暮らせるして立自住み 慣れた地域で
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ホ
利
根
川
ゅ
う
ゅ
う
公
園
は
、
5
月

に
N
P
O
法
人
が
乗
馬
用
ト
レ
ツ
キ

ン
グ
コ
l
ス
を
整
備
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
ゾ
I
ン
に
は
、
サ
ツ
カ

@ 

l
場
3
面
を
整
備
し
ま
す
。

市
「
人
と
烏
の
共
存
」
を
テ
I
マ
に

ジ
ャ
パ
ン
パ

l
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
日
月
に
開
催
し
ま
す
。

環
境
に
負
荷
を
与
え
な
い
社
会
"つ
く
り

地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め
、

二
酸
化
炭
紫
の
年
平
均
排
出
量
を

ω

年
度
と
比
較
し
て
5
年
間
で

7
%削

減
す
る
こ
と
を
全
体
目
標
と
し
ま
す
。

ご
み
の
排
出
抑
制
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
等
の
資
源
分
別
の
徹
底
、
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
の
利
用
な
ど
を
、
市

民
や
事
業
者
と
と
も
に
進
め
ま
す
。

余
震
木
の
リ
サ
イ
ク
ル
チ
ッ
プ

化
を
、
家
庭
や
事
業
所
か
ら
出
る
掠

由設
木
に
も
拡
大
し
ま
す
。

市
助
成
制
度
を
広
く
P
R
し
、
各
家

庭
で
の
生
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
推

進
し
ま
す
。

市
ふ
れ
あ
い
工
房
は
、
子
ど
も
向
け

の
イ
ベ
ン
ト
を
増
や
し
、
幅
広
い
年

齢
層
の
究
流
の
場
と
し
て
い
き
ま
す
。

ホ
ク
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
を
叩
月
に
開

催
し
ま
す
。

ホ
「
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

事
業
所
」
の
認
定
を
増
や
し
、
ご
み

の
減
量
や
資
源
化
を
進
め
ま
す
。

。
誰
も
が
自
立
で
き

安
心
し
て
く
ら
せ
る
ま
ち
"つ
く
り

.... -
誰
も
が
、
住
み
な
れ
た
地
域
で
、

自
立
し
、
安
心
し
て
自
分
ら
し
く
暮

ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
伴

い
、
障
害
を
持
つ
人
の
活
動
や
生
活

の
場
の
整
備
を
積
極
的
に
進
め
る
と

と
も
に
、
移
動
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
、
就
労
な
ど
の
支
援
を
充
実
し

て
い
き
ま
す
。

介
護
保
険
で
は
、

「地
域
介
護
・

福
祉
空
間
整
備
計
画
」
に
基
づ
き
、

中
学
校
区
を
基
本
に
、
拠
点
の
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

事
生
活
の
場
の
整
備
で
は
、
障
害
者

の
グ
ル
ー
プ
ホ
I
ム
と
ケ
ア
ホ
I
ム

を
各
1
カ
所
整
備
し
ま
す
。

市
移
動
支
援
は
、
複
数
ガ
イ
ド
ヘ
ル

パ
I
の
派
遣
な
ど
、
柔
軟
で
使
い
や

す
い
制
度
に
し
て
い
き
ま
す
。

市
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
は
、

手
話
通
訳
者
や
要
約
筆
記
者
、
失
語

症
会
話
パ
ー
ト
ナ
ー
を
派
遣
し
ま
す
。

事
養
護
学
校
の
中
・
高
生
に
障
害
児

タ
イ
ム
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
、
保

護
者
の
就
労
を
支
援
し
ま
す
。

t1 a 第 1161号

世帯
療
育
・
教
育
シ
ス
テ
ム
は
、
教
育

研
究
所
と
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
の

連
携
を
強
め
、
一
貫
し
て
支
援
で
き

る
よ
う
に
し
ま
す
。
心
理
士
を
増
員

し
て
相
談
・
支
援
を
充
実
し
ま
す
。

事
就
労
支
援
で
は
、
あ
ら
き
園
に
ジ

ョ
ブ
コ

I
チ
を
配
置
し
、
市
の
無
料

職
業
紹
介
所
や
職
業
訓
練
校
な
ど
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
ま
す
。

本
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
整

備
で
は
、
小
規
模
冬
J

機
能
型
居
宅
介

護
施
設
5
カ
所
、
認
知
症
高
齢
者
グ

ル
ー
プ
ホ
I
ム
3
カ
所
、
小
規
模
特

別
養
護
老
人
ホ
l
ム
、
地
域
ー
ヌ
流
セ

ン
タ
ー
、
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
施

設
各
1
カ
所
、
介
護
予
防
の
た
め
の

拠
点
施
設
4
カ
所
を
整
備
し
ま
す
。

申
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
、
全

市
対
応
型
と
し
て
設
置
し
ま
す
。

市
一
人
ひ
と
り
の
状
態
に
応
じ
た
き

め
細
か
い
介
護
予
防
プ
ラ
ン
を
作
成

し
ま
す
。

事
介
護
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
シ
ス

テ
ム
の
評
価
対
象
を
、
初
カ
所
に
拡

大
し
ま
す
。

。
生
涯
を
と
お
し
た
健
康
"つ
く
り

「健
康
寿
命
」
を
伸
ば
す
こ
と
を

目
標
に
、
健
康
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
体
系
的
に
進
め
ま
す
。

各
種
検
診
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も

に、

「食
育
推
進
計
画
」
の
指
針
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

市
民
が
、
身
近
な
施
設
で
気
軽
に

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、
健
康
づ
く
り

が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

ホ
「
前
立
腺
が
ん
検
診
」
や

「妊
婦

の
歯
科
健
診
」
を
始
め
る
と
と
も
に
、

「子
宮
が
ん
検
診
」
と

「
骨
粗
し
よ

う
症
検
診
」
の
受
診
年
齢
を
拡
大
し

ま
す
。

「
生
活
習
慣
病
健
診
」
に
高

齢
者
の
生
活
機
能
評
価
を
追
加
し
て
、

介
護
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ザ
l
ピ
ス

提
供
に
つ
な
げ
ま
す
。

本
健
康
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
は
、
(
仮

称
)
千
葉
県
福
祉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

の
開
設
に
合
わ
せ
て
、
開
催
日
や
参

加
人
数
を
増
や
し
ま
す
。

ホ
小
学
校
7
校
の
プ
l
ル
を
市
民
プ

ー
ル
と
し
て
開
放
し
ま
す
。

事
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と

し
て
、
根
戸
小
学
校
を
拠
点
と
す
る

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
支
援
し
ま
す
。

新
た
な
ク
ラ
ブ
も
育
成
し
ま
す
。

。
子
育
て
し
や
す
く

若
い
世
代
に
魅
力
あ
る
ま
ち
"つ
く
り

「子
ど
も
総
合
計
画
」
を
確
実
に

実
行
し
、
。
い
ち
ば
ん
子
育
て
し
や

す
い
ま
ち
。
を
目
指
し
ま
す
。

魅
力
あ
る
都
市
環
境
や
個
性
的
な

商
庖
づ
く
り
、
交
通
利
便
性
の
向
上

な
ど
に
取
り
組
み
、
若
い
世
代
の
定

住
化
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

市
「
子
ど
も
総
合
相
談
窓
口
」
の
相

談
員
を
増
員
。
虐
待
を
受
け
た
子
な

ど
へ
の
ケ
ア
を
充
実
し
ま
す
。

事
子
ど
も
交
流
拠
点
は
、
施
設
の
基

本
設
計
を
行
い
ま
す
。

ホ
「
A
B
I
K
O
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ウ

オ
ー
ク
2
0
0
6
」
は
、
定
員
を
信

人
に
増
や
し
8
月
に
実
施
し
ま
す
。

市
小
学
生
の
長
期
農
業
体
験
は
、
約

半
年
の
期
間
で
、
畑
の
土
作
り
や
種

ま
き
、
収
穫
な
ど
の
農
作
業
や
農
家

で
の
宿
泊
を
体
験
し
ま
す
。

市
恵
愛
保
育
園
の
新
築
工
事
を
補
助

し
、
m
w
年
度
に
定
員
を
却
人
増
や
し

1
5
0
人
と
し
ま
す
。

4
月
に
は
、

定
員

ω人
の
(
仮
称
)
川
村
学
園
女

子
大
学
附
属
保
育
園
が
開
園
し
ま
す
。

事
休
日
保
育
を
日
月
か
ら
恵
愛
保
育

園
で
始
め
ま
す
。

ホ
2
カ
所
自
の
病
児
保
育
を
、

4
月

か
ら
天
王
台
地
区
で
実
施
し
ま
す
。

事
幼
稚
園
に
関
す
る
事
務
を
保
育
課

に
移
管
し
、
幼
稚
園
で
も
子
育
て
支

援
が
行
え
る
よ
う
に
し
ま
す
。

市
老
朽
化
し
た
新
木
小
学
童
保
育
室

を
新
築
し
ま
す
。

市
常
磐
線
は
、
削
減
ダ
イ
ヤ
の
復
元

と
快
速
電
車
の
東
京
駅
乗
り
入
れ
、

「特
別
快
速
」
の
我
孫
子
駅
と
天
王
台

駅
停
車
を
J
R
に
求
め
て
い
き
ま
す
。

事
成
回
線
は
、

8
月
ま
で
に
輸
送
改

善
策
を
ま
と
め
、
増
発
を
J
R
に
求

め
て
い
き
ま
す
。

「各
駅
停
車
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
I
」
や

「駅
か
ら
ハ
イ
キ

ン
グ
」
な
ど
を
行
い
ま
す
。

。
市
民
が
ま
ち
"つ
く
り
に

力
を
発
揮
で
き
る
仕
組
み
"つ
く
り

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
市
民
活
動
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
推
進
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
を
中
心
と
し

た
起
業
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

商
業
活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
の
展
開
、

工
場
ア
パ
ー
ト
の
検
討
、
あ
ぴ
こ
型

都
市
農
業
の
確
立
な
ど
を
進
め
ま
す
。

事

(
仮
称
)
布
佐
北
区
域
近
隣
セ
ン

タ
ー
は
実
施
設
計
を
行
い
、
侃
年
春

の
開
館
を
目
指
し
ま
す
。

ホ
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
講
演

会
」
や

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

起
業
講
座
」「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ

ネ
ス
・
サ
ロ
ン
」
を
開
催
し
ま
す
。

本
市
の
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
に

「市
民
活

動
・
市
民
事
業
S
O
H
O
へ
の
支
援
」

を
開
設
し
、
宅
建
取
引
業
協
会
と
連

携
し
て
庖
舗
や
住
宅
の
空
き
情
報
の

提
供
と
調
整
を
行
い
ま
す
。

市
市
の

「無
料
職
業
紹
介
所
」
は、

4
月
か
ら
相
談
員
を
増
員
し
て
、
土

昭
日
も
開
庁
し
ま
す
。
事
業
所
を
訪

問
し
て
求
人
情
報
を
充
実
し
ま
す
。

申
あ
ぴ
こ
楽
校
協
議
会
は
、
「
(
仮
称
)

あ
ぴ
こ
学
」
推
進
委
員
会
で
、
我
孫

子
な
ら
で
は
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

ま
と
め
て
い
ま
す
。
出
前
講
座
で
は
、

高
校
・
大
学
の
サ
ー
ク
ル
や
特
技
を

持
つ
学
生
に
よ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
メ
ニ

ュ
ー
の
開
設
に
取
り
組
み
ま
す
。

第
2
回
あ
ぴ
こ
d
b
…
間
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
を
4
月
に
開
催
し
ま
す
。

市
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
設
立

に
向
け
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

市
「
あ
ぴ
こ
エ
コ
農
産
物
」
の
販
路

拡
大
な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

栽
培
技
術
研
修
、
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
養
成
、
地
元
野
菜
の
学
校
給
食

へ
の
供
給
な
ど
を
行
い
ま
す
。

本
小
・
中
学
校
全
校
の
米
飯
給
食
に

地
元
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
使
用
し
、
子

ど
も
た
ち
の
食
育
を
推
進
し
ま
す
。

@ 

情
報
技
術
を

交
流
と
発
信
に
い
か
せ
る
環
境
"つ
く
り

。
I
T
を
活
用
し
た
豊
か
な
市
民

生
活
の
実
現
。
を
目
指
し
て
、

「
情

報
化
推
進
計
画
」
を
推
進
し
ま
す
。

申帯
電
子
入
札
は
、
県
内
市
町
村
と
共

同
利
用
す
る
シ
ス
テ
ム
が
侃
年
度
か

ら
我
孫
子
市
な
ど
7
自
治
体
で
始
ま

り
、
日
年
度
ま
で
に
お
自
治
体
に
導

入
さ
れ
ま
す
。

寧
統
合
型
G
I
S
(地
図
情
報
シ
ス

テ
ム
)
は
、

2
年
か
け
て
、
シ
ス
テ

ム
の
機
能
や
費
用
な
ど
を
検
討
し
、

導
入
す
る
シ
ス
テ
ム
を
決
定
し
ま
す
。

市
市
ホ
I
ム
ペ

I
ジ
に
、
有
料
パ
ナ

l
広
告
を
掲
載
し
ま
す
。

我
孫
子
駅
南
北
土
地
区
画
整
理

南
口
は
残
る
1
戸
の
移
転
交
渉
を

積
極
的
に
進
め
ま
す
。

北
口
は
換
地
処
分
に
向
け
て
、
換

地
計
画
の
作
成
を
進
め
ま
す
。

都
市
計
画
道
路

湖
北
駅
北
口
と
手
賀
沼
公
園
・
久

寺
家
線
の
整
備
の
た
め
、
用
地
取
得

を
進
め
ま
す
。

高
野
山
地
区
ま
ち
づ
く
り

∞
∞
年
度
の
完
了
を
目
指
し
、
道
路

の
整
備
と
公
園
用
地
の
取
得
を
行
い

ま
す
。

布
佐
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

南
側
地
区
は
、

「地
区
計
画
」
の

都
市
計
画
決
定
を
目
指
し
ま
す
。

東
側
は
、
駅
前
の
土
地
約
2
4
0

0
ぱ
を
取
得
し
ま
す
。

公
園
坂
通
り

に
ぎ
わ
い
と
良
好
な
景
観
を
も
っ

た
空
間
と
す
る
た
め
、
整
備
計
画
づ

く
り
に
着
手
し
ま
す
。

緑
1
丁
目
ま
ち
づ
く
り

「地
区
計
画
」
の
都
市
計
画
決
定

を
目
指
し
ま
す
。

気

墾
ロ
記
念
公
園

生
活
安
全
条
例

市
民
や
関
係
機
関
と
協
力
し
て

「
い
ち
ば
ん
安
全
な
ま
ち
」
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。
安
全
安
心
モ
デ
ル

地
区
の
指
定
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
配

置
な
ど
を
行
い
ま
す
。

公
共
施
設
な
ど
の
耐
震
補
強

我
孫
子
第
三
小
学
校
と
白
山
中
学

校
の
校
舎
改
造
工
事
を
行
い
ま
す
。

「
マ
ン
シ
ョ
ン
耐
震
診
断
費
助
成

制
度
」
を
検
討
し
、

「
マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
制
度
」
を

作
り
ま
す
。

耐
震
補
強
が
難
し
い
市
民
会
館
は
、

「す
く
す
く
広
場
」「
無
料
職
業
紹
介

所
」
な
ど
の
移
転
先
を
確
保
し
、
侃

年
度
末
に
閉
鎖
す
る
予
定
で
す
。

救
急
医
療

救
急
の
大
幅
な
増
に
対
応
す
る
た

め
、
受
入
体
制
の
充
実
を
医
師
会
と

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
を

踏
ま
え
、
基
本
計
画
を
決
定
し
ま
す
。

水
害
の
解
消

泉
地
区
の
管
内
貯
留
施
設
は
、

4

月
か
ら
稼
動
し
ま
す
。
並
木
地
区
で

は
、
並
木
2
号
橋
の
架
け
替
え
工
事

と、

3
工
区
の
実
施
設
計
を
行
い
ま

す
。
天
王
台
第
1
調
整
池
と
布
佐
大

割
排
水
機
場
の
築
造
は
、
住
民
や
地

権
者
と
の
折
衝
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

下
水
道
管
の
布
設
工
事
や
改
修
工

事
を
計
画
的
に
実
施
し
ま
す
。
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救
急
5
病
院
に
要
請
し
て
い
ま
す
。

自
動
体
外
式
除
細
動
器

(A
E
D
)

す
べ
て
の
救
急
車
に
配
備
す
る
と

と
も
に
、
新
た
に
市
役
所
、
ア
ピ
ス

夕
、
湖
北
地
区
公
民
館
、
図
書
館
布

佐
分
館
、
つ
つ
じ
荘
に
設
置
し
ま
す
。

住
宅
用
火
災
審
翠
碕

条
例
に
基
づ
き
、
火
災
警
報
器
の

設
置
を
促
進
し
ま
す
。

市
民
危
機
管
理
計
画

国
民
保
護
法
に
基
づ
き
、

「
市
民

危
機
管
理
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

防
災
対
策
と
あ
わ
せ
て
検
討
す
る
た

め、

「
防
災
会
議
」
を

「
市
民
危
機

管
理
対
策
会
議
」
に
発
展
さ
せ
ま
す
。

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

国
土
交
通
省
の
浸
水
想
定
見
直
し

の
結
果
を
待
っ
て
、
作
成
し
て
い
き

ま
す
。

行
政
評
価

環
境
や
福
祉
な
ど
の
専
門
家
に
評

価
委
員
と
し
て
参
加
し
て
も
ら
い
、

施
策
の
展
開
方
向
や
事
業
の
施
策
へ

の
貢
献
度
・
優
先
度
な
ど
、
き
め
細

か
く
評
価
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

組
織
の
改
編

環
境
生
活
部
に

「市
民
安
全
室
」

を
設
置
し
、
建
設
部
は
施
設
建
設
課

を
廃
止
し
て

「究
通
課
」
を
設
置
し

ま
す
。

「
工
事
検
査
室
」
を
独
立
さ

せ
る
と
と
も
に
、
総
務
課
内
に

「政

策
法
務
室
」
を
設
置
し
ま
す
。

我
孫
子
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

を
8
月
か
ら
、
千
葉
県
福
祉
ふ
れ
あ

い
プ
ラ
ザ
の
1
階
に
開
設
し
、
月
・

水
・
金
曜
日
は
午
後
8
時
ま
で
、
土

曜
日
は
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま

で
窓
口
業
参
乞
行
い
ま
す
。

自 は「あぴこ楽校Jの事業です。
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教
育
委
員
会
施
政
方
針

ふ
ウ
闇
閃
僻
職
国
力
勅
臥
官
同
臣
民

-ー-
教
育
行
政
の
基
本
方
針
を

「個
性

を
尊
重
し
、

互
い
に
学
び
合
う
、
生

涯
学
習
の
実
現
」
と
し
、

3
つ
の
施

策
を
推
進
し
ま
す
。

市
民
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
生
き
生
き
と

く
ら
す
た
め
の
学
習
体
制
の
充
実

生
涯
学
習
慣
会
の
充
実

市
図
書
館
で
は
、

4
月
か
ら
毎
月
第

2
火
曜
日
の
館
内
整
理
日
を
開
館
し
、

ア
ピ
ス
タ
内
図
書
館
は
土
・
日
曜
、

祝
日
も
夜
8
時
ま
で
開
館
し
ま
す
。

世帯
烏
の
博
物
館
で
は
、
体
験
学
習
を

充
実
し
ま
す
。
ま
た
、
企
画
展
や
講

演
会
を
行
い
ま
す
。

生
涯
学
習
体
制
の
整
傭

.. 
ti 

水道事業経営方針

伊藤久水道局長

ホ
団
塊
の
世
代
の
方
が
新
し
い
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
を
築
き
、
地
域
の
中
で

新
た
な
自
己
実
現
が
図
ら
れ
る
よ
う

学
習
体
制
の
整
備
を
し
ま
す
。

ホ
ア
ピ
ス
タ
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
の
利

用
を
夜
9
時
ま
で
延
長
し
ま
す
。

市
湖
北
地
区
公
民
館
は
、
側
我
孫
子

市
都
市
建
設
公
社
が
指
定
管
理
者
と

し
て
管
理
運
営
を
行
い
ま
す
。

ホ
湖
北
地
区
図
書
館
建
設
に
向
け
、

2
0
0
6
年
度
に
用
地
を
確
定
し
、

基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

世帯
烏
の
博
物
館
で
は
、
映
像
機
器
の

更
新
と
、

3
階
ベ
ラ
ン
ダ
に
水
生
生

物
の
屋
外
展
示
場
を
設
置
し
ま
す
。

文
化
芸
街
活
動
の
推
進

世帯
参
加
・
創
造
型
の
市
民
の
文
化
活

動
を
引
き
続
き
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

申
少
年
少
女
合
唱
団
の
活
動
や
フ
ラ

ダ
ン
ス
の
広
場
な
ど
文
化
体
験
活
動

の
場
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

ホ
「
め
る
へ
ん
文
庫
」
の
第
3
集
を

水
道
事
業
の
経
営
方
針
は
、

「水

道
水
の
安
定
供
給
を
確
保
し
、
安
全

で
良
質
な
水
の
供
給
、
経
営
基
盤
強

化
」
の
3
つ
の
取
り
組
み
を
柱
と
し
、

効
率
的
か
っ
効
果
的
に
進
め
ま
す
。

水
道
水
の
安
定
供
給
を
確
保

世帯
布
佐
南
地
区
で
約
l
M
の
配
水
管

布
設
工
事
を
行
い
ま
す
。

市
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
を
中
心
と
し
た

老
朽
管
の
布
設
替
え
工
事
を
約
8
M

7
月
に
刊
行
し
、
各
学
校
や
図
書
館

に
配
布
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
撮
興

市
湖
北
地
区
や
布
佐
地
区
に
総
合
型

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成
を
推

進
し
ま
す
。

市
つ
く
し
野
多
目
的
広
場
の
基
本
設

計
と
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

世帯
一
第
四
小
学
校
の
プ
I
ル
を
市
民
に

開
放
し
ま
す
。

子
ど
も
の
創
造
性
と

自
主
性
を
は
ぐ
く
む
教
育
の
充
実

申
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
教
員
を
1
人

増
や
し
、
小
学
校
に
5
人
、
中
学
校

に
2
人
配
置
し
ま
す
。

事
軽
度
発
達
障
害
の
児
童
・
生
徒
を

対
象
に
生
活
技
能
訓
練
な
ど
を
進
め

ま
す
。
ま
た
、
心
理
士
を
2
人
と
し
、

子
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
の
心
理
士
2

人
と
合
わ
せ
て
、
特
別
支
援
教
育
に

取
り
組
み
ま
す
。

率
引
き
続
き
小
学
校
に
安
全
管
理
員

実
施
し
ま
す
。

事
2
0
0
6
年
度
か
ら
3
カ
年
を
か

け
て
、

3
本
の
井
戸
の
状
態
を
調
査

し
、
劣
化
が
見
ら
れ
る
場
合
は
新
規

ケ
I
シ
ン
グ
(
井
戸
枠
パ
イ
プ
)
を

挿
入
し
、
井
戸
の
再
生
を
図
り
ま
す
。

申
非
常
時
に
備
え
、
浄
水
場
自
家
発

電
設
備
の
保
守
点
検
を
隔
年
で
行
い

ま
す
。
ま
た
、
湖
北
台
浄
水
場
受
変

電
設
備
の
更
新
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
工
事
で
3
浄
水
場
す
べ
て
の
受

変
電
設
備
の
更
新
が
終
了
し
ま
す
。

申
地
震
な
ど
の
災
害
時
に
、
非
常
用

仮
設
発
電
機
に
切
替
え
て
自
己
水
源

か
ら
取
水
を
可
能
に
す
る
た
め
、
深

井
戸
用
仮
設
発
電
機
切
替
盤
の
設
置

工
事
を
行
い
ま
す
。

ホ
鉛
給
水
管
を
中
心
に
漏
水
調
査
を

を
配
置
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
方

や
防
犯
協
議
会
の
協
力
を
得
て
、
受

下
校
の
安
全
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

学
校
教
育
・
幼
児
教
育
の
充
実

た
ち

市
子
ど
も
達
の
基
礎
学
力
の
向
上
や

モ
ラ
ル
の
向
上
に
向
け
、
教
育
相
談

の
弁
法
や
人
権
教
育
の
研
修
、
企
業

人
か
ら
学
ぶ
研
修
を
行
い
ま
す
。

市
第
三
小
学
校
と
白
山
中
学
校
校
舎

の
耐
震
補
強
と
、
根
戸
小
学
校
校
舎

の
増
築
設
計
、
湖
北
台
西
小
学
校
の

給
食
調
理
室
改
修
設
計
と
我
孫
子
中

学
校
の
特
別
教
室
棟
の
耐
震
補
強
設

計
を
行
い
ま
す
。

地
域
に
事
c
し
た
教
育
の
充
実

市
地
域
に
聞
か
れ
信
頼
さ
れ
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
を
研
究
し
ま
す
。

市
子
ど
も
違
が
将
来
、
希
望
と
意
欲

を
持
っ
て
、
自
ら
職
業
を
選
択
で
き

る
よ
う
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
進
め
ま
す
。

本
小
中
学
校
の
学
校
給
食
に
我
孫
子

産
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
導
入
し
ま
す
。

地
元
産
野
菜
の
使
用
は
、
引
き
続
き

モ
デ
ル
校
と
し
て
湖
北
地
区
の
3
校

で
取
り
組
み
ま
す
。

市
第
二
小
学
校
を
学
校
給
食
に
関
す

る
研
究
校
と
し
て

「食
農
教
育
」
を

行
い
、
漏
水
の
早
期
発
見
と
防
止
に

努
め
ま
す
。

安
全
で
良
質
な
水
を
確
保

市
3
階
建
て
戸
建
住
宅
を
直
結
直
圧

で、

3
階
建
て
以
上
叩
階
建
て
ま
で

の
建
物
を
、
直
結
増
圧
給
水
方
式
の

推
進
し
ま
す

章
第
二
小
学
校
と
第
三
小
学
校
の
学

校
給
食
調
理
業
参
乞
委
託
し
ま
す
。

子
ど
も
の
成
長
・
自
立
の
支
援

申
子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

市
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ
場
の
駐
車
場

と
多
目
的
広
場
を
整
備
し
ま
す
。

市
土
作
り
か
ら
収
穫
ま
で
の
半
年
問
、

長
期
農
業
体
験
を
行
い
ま
す
。

市
チ
ャ
レ
ン
ジ
ウ
オ
ー
ク
を
8
月
勾

日
か
ら
5
泊
6
日
の
日
程
で
、
筑
波

山
付
近
か
ら
我
孫
子
市
ま
で
の
コ
ー

ス
で
行
い
ま
す
。

主
干
賀
の
丘
ふ
れ
あ
い
宿
泊
通
学
を

3
回
実
施
し
ま
す
。

普
及
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

主
党
水
槽
の
取
扱
い
や
管
理
方
法
な

ど
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
適

正
に
受
水
槽
の
管
理
が
行
え
る
よ
う

援
助
し
ま
す
。

市
給
水
末
端
に
お
け
る
水
質
の
変
化

を
連
続
監
視
で
き
る
よ
う
監
視
体
制

の
強
化
を
図
り
ま
す
。

本
高
度
浄
水
処
理
施
設
は
、
原
水
の

色
度
を
改
善
し
臭
気
を
除
く
重
要
な

施
設
で
す
。
施
設
内
の
オ
ゾ
ン
接
触

槽
と
、
ろ
過
原
水
ポ
ン
プ
井
は
砂
や

有
機
物
が
堆
積
し
や
す
く
3
年
に
1

度
、
堆
積
物
の
清
掃
を
実
施
し
ま
す
。

申
6
機
あ
る
ろ
過
機
の
活
性
炭
の
交

換
を
毎
年
1
機
、
オ
ゾ
ン
ガ
ス
分
解

活
性
炭
の
交
換
を
隔
年
で
3
機
実
施

し
ま
す
。

楽しくて、うまい、みんなでの夕食。

市
脅
少
年
キ
ャ
ン
プ
や
乗
馬
体
験
教

室
、
竹
炭
体
験
教
室
な
ど
の
自
然
体

験
の
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

事
子
ど
も
向
け
の
情
報
紙
の
発
行
な

ど
を
行
い
ま
す
。

章
子
ど
も
の
究
露
点
整
備
に
向
け
、

五
本
松
運
動
広
場
内
に
あ
る
既
存
の

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
を
撤
去
し
ま
す
。

新
た
な
文
化
創
造
と

地
域
文
化
の
継
承

新
た
な
文
化
・
芸
術
活
動
の
創
出

市
ハ
ワ
イ
の
音
楽
と
ダ
ン
ス
の
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
行
い
ま
す
。

世帯
あ
ぴ
こ
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「北

へ
帰
る
の
を
忘
れ
た
白
鳥
」
の
C
D

の
活
用
を
推
進
し
ま
す
。

生
活
文
化
・
郷
土
芸
能
の
発
掘
と
継
承

事
「
郷
土
芸
能
祭
」
を
開
催
し
、
発

表
と
鑑
賞
の
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

歴
史
的
・
文
化
的
遺
産
の
保
存
・
活
用

申
武
者
小
路
実
篤
邸
跡
や
嘉
納
治
五

郎
別
荘
跡
、
杉
村
楚
人
冠
邸
、
旧
村

川
別
荘
な
ど
、
手
賀
沼
沿
い
の
史

跡
・
文
化
財
の
保
存
・
活
用
の
育
法

を
検
討
す
る
た
め
、
「
手
賀
沼
沿
い

史
跡
・
文
化
財
整
備
計
画
」
を
2
年

間
で
策
定
し
ま
す
。

経
営
基
盤
の
強
化

世帯
一
料
金
徴
収
業
務
の
包
括
的
業
務
委

託
に
よ
り
、
約
3
0
0
0
万
円
の
経

費
の
削
減
を
図
り
ま
す
。

ホ
お
客
様
へ
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
る
た
め
、

「
(
仮
称
)
お
客

様
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
ま
す
。

市
料
金
収
入
は
、
水
需
要
が
減
少
し

て
い
く
こ
と
に
伴
い
年
々
減
収
し
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
災
害

対
策
や
老
朽
施
設
の
修
繕
や
更
新
な

ど
、
直
接
、
料
金
収
入
の
増
加
に
結

び
つ
き
に
く
い
事
業
を
進
め
る
た
め
、

「水
道
事
業
基
本
計
画
」
の
一
部
見

直
し
を
含
む

「
中
期
事
業
計
画
」
を

2
0
0
5
年
度
に
継
続
し
て
策
定
作

業
を
進
め
ま
す
。

古利根沼周辺保全基本計画|こご意見を
2004年に「オオパンあぴこ市民債Jなどを活用して取得した古利根

沼について、 「古利根沼周辺整備構想J(1997年策定)に基づき、古
利根沼周辺保全基本計画(案)を作成しました。計画案について、市

民の皆さんのご意見を募集します。

。計画懐)の基本方針

本自然環境の保全・l強
本古手tl根沼らしい景観の保全・創出
本人と自然とのふれあい

なお、計画(案)の内容は、市役所行政情報資料室、各行政サービ

スセンター、我諌子駅前行政連絡所、アビス夕、市民プラザ、湖北地

区公民館、市ホームページでご覧になれます。

提出方法 ハガキかファクスかEメールのいずれかで、 3月29日必着
で、〒270・1192市役所公園緑地課(住所省略可)、開7185・4329E
メー)[11くouenryolくuchi@city.abilくo.chiba.jpヘ
固 公園緑雌1.内線545

。学生納付特例制度

学生(夜間・通信制・各種学校を含む)の方で、

前年所得が一定以下の場合、在学期間中の保険料

の納付カ猶予されます。 (4月は更新時期です。

更新を希望する方は、申請をしてください。)

本若年者納付話予・学生納付特例共通事項・承

認を受けた期間は、年金を受け取るための資格

期間になりますが、追納しない場合は老齢基礎

年金に反映しませんので、ご注意ください。
本各制度共通事項・保険料の免除や納付猶予を

受けた期間は、障害や死亡といった不慮の事故

が発生した場合に、障害基礎年金、遺族基礎年

金を受け取るための資格要件になります。
回国保年金諜・内線355

o保院事専の免陰制度

保険料の免除制度は「全額免除Jと、 「半額

免除Jがあります。いずれも一定の基準に該当

した場合に認められます。
なお、免除期間は年金を受けるための資格期

間になりますが、将来受け取る老齢基礎年金の

額は、全額免除の場合は3分の1、半額免除の
場合は3分の2になります。
。若年寄納付猶予制度

20歳代の方で保険料の納付が困難な方には、
保険料の納付が猶予される制度があります。所

得基準がありますが、世帯主の所得は対象外で、

既婚者にあっては本人と配偶者の所得のみで審

査されます。

災害専用電話(台風や大雨で災害が発生したとき)ft 7185・1743防災行政無線放送テレホンサービス(放送内容を確認したいとき)ft 0120-031676 ζ剃踊(eeぃ
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市のホームページに広告を掲載しませんか

t1 怠

我
孫
子
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

E営T
市
で
は
、
市
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
の
ト

ッ
プ
ペ

I
ジ
に
、
5
月
か
ら
有
料
で

パ
ナ
l
広
告
の
掲
載
を
始
め
ま
す
。

市
の
ホ
I
ム
ペ

I
ジ
か
ら
広
告
主

の
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
に
リ
ン
ク
で
き
る

よ
う
に
し
て
、
企
業
な
ど
の
活
性
化

に
役
立
て
る
と
と
も
に
、
市
の
歳
入

増
に
も
つ
な
げ
ま
す
。

費
用

1
枠
月
額
1
万
5
0
0
0
円

(
6
枠
程
度
)

※
応
募
件
数
が
多
い
場
合
は
、
市
内

事
業
者
を
優
先
し
ま
す
。

規
格

縦
印
ピ
ク
セ
ル
×
横
1
3
0

ピ
ク
セ
ル
・

4
キ
ロ
バ
イ
ト
以
内
、

G
I
F
形
式
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
や

フ
ラ
ッ
シ
ュ
は
使
用
し
な
い
こ
と

~~ 
4・
o 
.......・a・4・-..... ‘・・且..CiUI・...'"
.副~ . ...... ~.:1 i..I.~・ー，丞a 重 飾品2

。 回且

咽圃叫 a・::!.I・‘・画面画・・・晶画盆‘ lι“・.圃白金・4・画・4・圃・ー

有料広告掲載欄

規格・・縦50ピクセル×横130ピクセル・ 4キロ
バイト以凡 GIF形式
?ニメーシヨンやフラッシユは使用し;怠いこと

h
p
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
巴
掲
載
し
ま
す

我
孫
子
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
ど
も
を
持
っ
す

べ
て
の
方
が
安
心
し
て
、
子
育
て
が

で
き
る
環
境
を
目
指
し
、
育
児
の
援

助
を
受
け
た
い
利
用
会
員
と
育
児
の

援
助
を
行
い
た
い
提
供
会
員
と
を
紹

介
し
、
相
互
援
助
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。

今
回
は
提
供
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

対
象
市
内
在
住
で
、
子
育
て
に
熱

意
の
あ
る
健
康
な
方

※
資
格
は
特
に
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
事
前
に
研
修
を
受
講
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

活
動
の
内
容
。
保
育
園
や
学
童
保

育
室
へ
の
お
迎
え

O
提
供
会
員
宅

で
の
保
育
@
習
い
事
・
へ
の
送
迎

。
保
護
者
の
用
事
な
ど
の
際
の
捷
助

。
そ
の
他
、
会
員
の
育
児
に
必
要
な

第 1161号

援
助

※
提
供
会
員
に
援
助
依
頼
を
す
る
際

は
、
ご
都
合
な
ど
を
お
聞
き
し
、
打

ち
合
わ
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

報
酬
子
ど
も
1
人
に
つ
き
1
時
間
、

7
0
0
円
(
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の

午
前
6
時
か
ら
午
後
日
時
)
・

9
0

0
円
(
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末

年
始
)

入
会
金

1
0
0
0
円

対
象

6
カ
月
か
ら
小
学
校
6
年
生

申
し
込
み
・
圃

電
話
か
フ
ァ
ク
ス

で
我
孫
子
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
宮
町
7
1
8
6
・
4
1
6

1
(火
暗
か
ら
土
曜
日
の
午
前
9
時

か
ら
午
後
5
時
)

社会福祉協議会
臨時職員を募集

勤務日時火曜日から土曜日の週5目、

午前9聞から午後5時(実働7時間)

勤務蝿所 ファミリーサポートセンタ

ー(市民会館内)

勤務内容会員同士のコーディネー卜

業務と一般事務

対象 保育士か幼稚園教諭の資格を持

つ方、または子育て経験のある方で運

転免許を持ち、パソコン操作に慣れて

いる方、 1人

報酬 日給6500円、通勤手当別途支給

※申し込み方法なと官しくは、社会福

祉協議会D7184・1539

掲
載
期
間

1
カ
月
を
単
位
と
し
て

最
長
ロ
カ
月
連
続

※
今
回
の
募
集
で
は
、
最
長
日
カ
月

連
続

(
5
月
1
日
か
ら
2
0
0
7
年

3
月
旦
日
)
の
掲
載
と
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
「
我
孫
子
市
ホ

I
ム
ペ

ー
ジ
広
告
掲
載
申
込
書
」
(
市
ホ
ー

ム
ペ

I
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

I
ド
で
き

ま
す
)
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、

3

月
白
日
消
印
有
効
で
一
T
2
7
O
I
l

-
9
2
市
役
所
広
報
室
(
住
所
省
略

可
)
へ
郵
送
も
し
く
は
直
接
持
参

※
申
込
書
に
は
、
押
印
個
所
が
あ
る

た
め
、
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
ス
で
の
提

出
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

※
「
我
孫
子
市
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
広
告

掲
載
取
扱
要
綱
」
を
ホ
I
ム
ペ

I
ジ

に
掲
載
し
ま
す
の
で
、
必
ず
お
読
み

く
だ
さ
い
。

圃
広
報
室
宮
7
1
8
5
・1
2
6

9
 

.f~-l;~~l~事z・

遺失では済まない 飲酒運転

危険で迷惑な 違法駐車

飲
酒
運
転
の
追
放

3
月
か
ら
4
月
に
か
け
て
、
送
別

会
や
歓
捲
迎
会
、
花
見
な
ど
で
、
飲

酒
の
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

飲
酒
運
転
に
よ
る
求
通
事
故
は
、

事
故
を
起
こ
し
た
本
人
や
被
害
者
だ

け
で
な
く
、
加
害
者
の
家
族
や
被
害

者
の
家
庭
ま
で
影
響
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

車
の
運
転
者
に
は
、
家
庭
や
職
場

で
飲
酒
運
転
を

「
し
な
い
・
さ
せ
な

常
磐
線
・
成
回
線

3
月
四
日
ダ
イ
ヤ
改
正

J
R東
日
本
の
ダ
イ
ヤ
改
正
が

3
月
四
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

常
磐
線
と
成
回
線
の
主
な
改
正

内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

常
磐
線

常
磐
線
は
、
我
孫
子
市
が
強
く

求
め
て
い
た
朝
通
勤
時
間
帯
の

「通
勤
快
速
」
上
り
2
本
が
我
孫

子
駅
・
天
王
台
駅
に
停
車
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
上
野

S
取
手
聞
の

「快
速
電
車
」
が
、
つ
く
ば
エ
ク

ス
プ
レ
ス
の
影
響
に
よ
り
利
用
者

が
減
少
し
た
こ
と
か
ら
、
我
孫
子

駅
で
は
朝
夕
各
2
往
擾
と
デ
イ
タ

イ
ム

(
9
時
か
ら
日
時
台
)
で
4

往
復
削
減
さ
れ
ま
す
。
天
王
台
駅

い
」
を
徹
底
し
、
飲
食
庖
な
ど
で
は
、

お
客
が
飲
酒
運
転
し
な
い
よ
う
努
め

ま
し
ょ
h

つ。

な
お
、
酒
酔
い
運
転
は
3
年
以
下

の
懲
役
ま
た
は
印
万
円
以
下
の
罰
金
、

酒
気
帯
び
運
転
は
1
年
以
下
の
懲
役

ま
た
は
却
万
円
以
下
の
罰
金
で
す
。

違
法
駐
車
の
追
放

違
法
駐
車
は
、
道
路
を
狭
め
ス
ム

ー
ズ
な
究
通
の
流
れ
や
緊
急
車
両
の

で
は
、
さ
ら
に
3
往
復
が
削
減
さ

れ
ま
す
。

成
田
線

成
回
線
は
、
我
孫
子
発
日
時
・

日
時
台
の
下
り
電
車
各
1
本
が
、

通
勤
通
学
時
間
帯
の
7
時
・
四
時

台
に
変
更
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
上

野
j
成
田
聞
の
事
通
運
転
は
、
お

本
か
ら
お
本
に
拡
大
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
昼
間
の
我
孫
子
駅
と

成
田
駅
で
の
発
車
時
刻
が
パ
タ
ー

ン
化
(
毎
時
時
分
、
日
叩
分
発
)
さ

れ
、
途
中
駅
で
も
略
ね
却
分
お
き

の
分
か
り
ゃ
す
い
発
車
時
刻
に
な

る
な
ど
の
改
善
が
行
わ
れ
ま
す
。

圃
企
画
調
整
担
率
一
・
内
線
2
3

3
 

通
行
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
愛
作
者
や
自
転
車
が
道
路

を
横
断
す
る
時
に
は
、
死
角
に
な
る

こ
と
か
ら
、
交
通
事
故
の
原
因
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

求
通
ル
I
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
り
、

違
法
駐
車
を
な
く
し
ま
し
ょ
h

つ。

圃
我
孫
子
警
察
署
宮
7
1
8
2
・

0
1
1
0
、
市
求
通
整
備
課
・
内
線

3
3
0
 

放置自転車をなくしましょう
町周辺の道路や歩道に放置された自転車は、

高齢者や身体の不自由な方の通行を妨げるば

かりか、災害の際には避難や救助の障害にも

なりかねません。

放置自転車とは、利用者が自転車から離れ

ていて、時間の長短に関係なく直ちに動かせ

ない状態にあることです。買い物のために歩

道上に止めた自転車も放置自転車となります。

市では、我孫子，.天王台町周辺を放置自

転車禁止区域に指定し、さらに市内全域でも、

放置自転車の撤去に取り組んでいます。

放置自転車をなくし、安全で快適な街とな

るよう市民の皆さんのご協力をお願いします。

圏実通整備課・肉離330

変更日 3月10日樹

内容 ①我孫子都市計画用途地域の変更(我孫子駅北側の元工業地

域の全部)①我孫子都市計画高度地区の変更(同地域の一部)

※変更図書は、市役所関庁日にご覧になれます。

変更図書の閲覧蝿所・園都市計画課・内線593

'近隣商業地域

第一種住居地域
第二種高度地区

準工業地域

…工業地域から変更
した範囲

※建ぺい率・容積率tt、
我孫子駅|いずれも60%・200%

あぴこPCカレッジ
{市民プラザパソコン教室}
巳三羽車五刀ニ2ー芝JIf_J

5月から講座の申込方法が大きく変わりま
す。また、開放時間も「自学自習Jを原則に

拡大しアシスタン卜の配置時間も設けます。

講座内容パソコン入門講座、ワード2003
講座、工クセル2003講座、インターネット
講座、デジタルカメラ講座

対象初心者

申し込み 電話、ファクスもしくは市民プラ

ザ窓口で直接申し込み(毎月16日号の広報
あぴこに開講スケジュールを掲載)

※募集内容など詳しくは、 4月16日号の広
報あぴこをご覧ください。
固市民プラザD7183・2111

《返却騒蛸厄目。
我張子市明るい選挙推進協議会では、成人式の会場

で新成人 (186人)へのアンケー卜行いました。
これは、若年層への選挙啓発の一環として毎年行わ

れています。アンケー卜の結果l乱下衰のとおりです。
国選挙観委員会・内線346

回答(%)
はいいいえ

91.4 8.6 

37.7 

74.5 

62.3 

25.5 

質問内容

選挙がある時11投票にいきますか

期目前投票を知っていますか

螺立会人制度を知っていますか

揖票立会人を経験してみませんか

市役所の電話番号宮7185-1111 市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp

85.2 

。 は「あぴこ楽校jの事業です。

14.8 
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手
四 賀
社 3召
騒の
水IZ:
更と
返り
加で
雪お
轟都
集n:

り
を

手
賀
沼
の
ほ
と
り
の
自
然
畳
か
な

高
野
山
新
田
で
、
お
米
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

作
業
の
指
導
は
、
体
験
水
田
を
開

設
す
る
農
家
の
方
が
行
い
ま
す
。

な
お
、
農
業
体
験
の
後
に
は
、
慰

.._ -
1躍

。グイス

島近なとり

労
会
な
ど
の
催
し
も
行
い
ま
す
。

場
所
鈴
木
農
園
(
高
野
山
新
田
)

内
容
田
植
え
、
稲
刈
り
、
収
穫
祭

ま
、

』
A
M

対
象
・
{
墨
画
R

米
作
り
に
興
味
の
あ

る
方
、
先
着
1
0
0人
(
原
則
と
し

て
家
族
で
の
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
)

体
験
料

1
人
2
0
0
0
円
(
未
就

学
児
は
無
料
)

申
し
込
み
ハ
ガ
キ
に
代
表
者
の
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
参

加
者
会
員
の
氏
名
・
年
齢
を
明
記
し
、

3
月
旦
日
必
着
で
一
T
2
7
O
l
l
l

9
2
市
役
所
農
政
課
(
住
所
省
略

可
)
へ

圃
農
政
課
・
内
線
5
1
2

日時 4月8日"'8
月26日の第2・4

土曜日(全8固)い

ずれも午前9聞から
午後3時

場所湖北地区公民館

定員 20人(応募者多数の場合は抽選)

費用 7000円(全8回分)

申し込み・圃往復ハガキに「ふれあ

い陶芸講座J、住所、氏名、年齢、電話

番号を明記し、 3月22日消印有効で

〒270・1165並木7の8の14小林達郎

D7149・0574ヘ

臼ふれあい陶芸講座
ウ
グ
イ
ス
は
、
ス
ズ
メ
と
同
じ
く

ら
い
の
大
き
さ
の
小
鳥
で
、
日
本
と

そ
の
周
辺
地
域
に
す
ん
で
い
ま
す
。

一
羽
の
雄
が
二
羽
以
上
の
雌
と
つ
が

い
に
な
る
一
夫
多
妻
の
烏
で
す
。
体

色
は
、
俗
に
ウ
グ
イ
ス
色
と
い
い
ま

す
が
、
実
は
茶
色
っ
ぽ
い
色
を
し
て

い
ま
す
。
高
原
の
烏
の
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
ま
す
が
、
最
近
で
は
我
孫
子
周

辺
で
も
夏
に
鳴
き
声
を
聞
く
機
会
が

多
く
な
り
ま
し
た
。
冬
に
雪
が
降
る

J
'
F

4
2
n
u
 

/
/

句

読

ー

ー

ιv
肱
臨
場
す

ー
ー
ー
'
開憾

J
伽

附ん。
え
M蹴

晴

血
川
隆
叫

盲
R写

文

よ
う
な
場
所
に
す
む
ウ
グ
イ
ス
は
、

冬
の
聞
は
南
の
方
や
低
地
の
暖
か

い
場
所
に
移
動
し
、
主
に
人

星
近
く
の
薮
の
中
で
生
活
し
ま
す
。

そ
し
て
、
春
に
な
り
日
が
長
く
な

る
と
、
人
家
の
庭
先
や
公
園
で
ホ

l
ホ
ケ
キ
ヨ
と
さ
え
ず
る
こ
と
か

ら
「
春
告
げ
鳥
」
と
呼
ば
れ
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
ホ

l
ホ
ケ
キ
ヨ
」
は

雄
の
さ
え
ず
り
の
声
で
す
が
、
声

に
は
高
い
声
と
低
い
声
が
あ
り
、

特
に
低
い
鳴
き
声
は
他
の
ウ
グ
イ

ス
の
雄
に
対
し
て
威
嚇
の
意
味
が

あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

身
近
で
聞
い
た
「
ホ
l
ホ
ケ
キ
ヨ
」

の
鳴
き
声
は
高
い
音
そ
れ
と
も
低

い
音
で
し
ょ
h
?か
っ
そ
ん
な
予
備

知
識
で
ウ
グ
イ
ス
の
鳴
き
声
を
聞

く
の
も
楽
し
み
方
の
一
つ
で
す
。

災害専用電話(台風や大雨で災害が発生したとき)ft 7185-1743 
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第
9
回
ち
ぱ
県
人
形
劇
ま
つ
り
が
、

市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

県
内
外
か
ら
必
団
体
が
参
加
し
、

人
形
劇
や
影
絵
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、

紙
芝
居
な
ど
、
子
ど
も
も
大
人
も
喜

ぶ
お
話
が
い
っ
ぱ
い
上
演
さ
れ
ま
す
。

日
程

4
月
1
日
出
・

2
日
側

場
所
市
民
会
館

第6会麓室 (2F)

轟
わらべうた
(ゆっくっく)
慣田市)

日(.:1:) 11時 30分開場 16時終了
大会麓室(3F) 第2・3会麓室 (3F) 第4・5会輯室 (2円

争 守 議。
時間
12: 00 

内
容
左
表
参
照

入
場
料

5
0
0
円
(
ワ
ッ
ペ

ン
購
入
代
・
下
記
参
照
)

主

催

第

9
回
ち
ぱ
県
人
形
劇

ま
つ
り

mあ
ぴ
こ
実
行
委
員
会
、

我
孫
子
市
教
育
委
員
会

圃
同
実
行
委
員
会
・
大
野
宮

7
1
8
8
・5
3
7
9

絵本の読み聞かせ
(松戸子どもの本
ネットワーク)
(松戸市)

大型絵本(義掃子市
民図書館)
(我孫子市)

絵本の読み聞かせ
(棄事子すがたりの劃
(我孫子市)

こわ~いお話の時間
(小3以上)トイレの太郎
さん、ママそっくり(ミニシ
ア9ーはらペこくん)(柏市)

だるまちゃんとてんぐち平ん
(くさぷえ)
(衰掃子市)

えんどうEのうえにねた
お姫樺のはなし
(MあんどB) 棚橋市)

きんいろひよこのふわふわち
ゃん(おはなしバルーン)
(衰郁子市)

3びきのやぎのがら
がらどん
(人形掴団ふうせん)
情山市)

山の音楽家
(えんがいほい〈えん
にゃにゆによ)
(千葉冊

しっぽをとられたおおかみ
(人形掴ピッコロ)
情山市)

ヘっぷり揖さん
(人形掴団もっこり)
(千葉冊

問''t~守

どろ1:う学校
(へなそうる)
(我碩子市)

13: 45 

猫?
うたのえほん
(髭糊団夢屋)
恒志野市)

かっぱとひょうたん
(おはなしさん~みち人
形掴団) ('韓孫子市)

スーホの自い馬
(松戸子どもの本ネッ
トワーク) (訟戸市)

ワッペンを付けていると、購入し

た日から、 2006年5月14日まで

鳥の博物館が無料で入館できます。

費用 500円(3歳以上)< 2日間

有効)

※市民会館抱吉ひろがり、荒井書庖

(天王台)、あぴこショッピングプラ

ザ内ブックエース、あぴこ子ども劇
場で販売中。

第6会麓室 (2F)
絵本の詰み聞かせ
(おねえさんのおは
なしタイム)
(我孫子市)

ZEP 

絵本の読み聞かせ
(高野山小学技お話
ボランティア)
(我孫子市)

作って遊ぼう!
Iおりがみゴマj
(グループいとぐるま)
(成田市)

オカリナ・ギター、コンド
ルは飛んでゆくほか
(風舎コンサート)
憎冊
甫の島のハメハメハ大王ほか
(グループいとぐるま)
(成田市)

あふりかのたいこ
(パネ研あわ)
畑山市)

鬼のパンツ
(ハッピーメロディー)
(東京都)

4月2日出 10時 30分開場 15時終了
ホール (3F) 大会韻室(3F) 第2・3会麓室 (3F) 第4・5会輯室 (2F)

ならびかえことば 山姥のかがみ キャベツくん はらペこあおむし
はだかの王撮 (おはなしランド) (子どもサークルわん (ぐるーぷころぽつくる)

11 : 00 
(劇団かりん党) (柏市) I!(キッズ) (八千代市)
(義孫子市) 傭ケ崎市)

かにむかし ならなしとり
(あおやま文庫の子ど (腸掴固とんとん)
もたち) (市原市)
(我孫子市)
ジ守ンボとりんご
(保育園おはなし会)
(我孫子市)

tのきゅう
(ラ・ルミエール)
骨輔冊
くじらのだいすIt
(1絵サークルきらき
ら草子) A ・.
(富津市)
にぎやかな在
(おはなしさんぽみち
人形劇団)
(義孫子市)

おばけちゃん
旭にれはのみのぴこl
(富努小学技おはなし
のへや) (柏市)

1自国人形展示、紙しばい・大型紙しばい・手品 (キッ座)(柏市)
2日(日)人形展示、紙しばい・大型紙しばい・手品(キッ座)(柏市)、大道芸(涜山ジャグリングクラブ)

※ は人形劇 は影絵、紙芝居、臨み聞かせ、パネルシアター、語り、ワークショップ、クイズほか。

※上演時間、演目は変更になる場合があります。

ヘンゼルとグレーテル
(おはなしの轟)
(我碩子市)

4月1
ホール(3F) 

オープニングセレモニー

三びきのやぎのガラガラドン
12: 30 (人形掴団ポポロ)

(ゲスト公演プロ)

お
夢のパレード
泣いた赤おに

14: 00 
(人形掴団夕、yプ)
舗山市)

たぬどんのはなし
15: 00 (人形掴団紙ふうせん)

(千葉冊
安達ケ原鬼婆奇揮(大人向け)

15: 30 (人形掴団旋風鬼)
情山市)

はなしDEクイズ、工ンと
12: 00ケラとプン(ミニシア9-

はらペこくん)(柏市)

三つの覇い
12: 30 (人形劇団あのなかま)

(柏市)

時間

11 : 30 

なかよし
(聖纏大学児童文化研
究部) (訟戸市)

ピコとモコのはたけ
はらペこあおむし
(人形劇サークルてんとう
虫) (柏市)

こぶたの一大事
(劇団絶好聞)
(松戸市)

13: 00 

てぷ〈ろ、うさぎとかめ
( (財)抵戸市おはなしキャ

13: 30 
ラパンとおはなしグループ
r7ひきのこや剖)(:抵戸市)

@ 
大型絵本の読み聞かせ
(獅子市民国j蹴)
(我碩子市)

14: 00 

岡国曙冒司

防災行政無線放送テレホンサービス(放送内容を確認したいとき)ft 0120-031676 ζ剃踊ceeぃ
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債
銀
ノめ〉害
調

タ
イ
ト
ル
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
庁
主
催
・
共
催
の
も
の
で
す
。

黒
は
市
の
後
援
、
補
助
団
体
の
記
事
で
す
。
各
項
目
は
、
欄
外
の
よ
う
に
省

略
し
て
い
ま
す
。

で
か
け
て
み
ま
世
ん
か

.. -
室
内
合
奏
団
ク
レ
メ
ン
テ
ィ
ア

第
3
回
演
奏
会

i
巨
匠
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
ボ
ッ
セ
さ
ん

(
指
揮
)
を
迎
え
て
5

日
4
月
日

日
制
U
時
開
演

所
市
民
会
館

曲

目
「
デ
ィ
ヴ
エ
ル
テ
ィ
メ
ン
ト

K

・
2
8
7
」
、
「
バ
イ
オ
リ
ン
協
奏

曲
第
2
番
」
(
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
)
、

「交
響
曲
第
5
番
」

(
シ
ュ
ー
ベ
ル

ト
)
出
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
ボ
ツ
セ
さ

ん
(
指
揮
)
、
湯
川
和
雄
さ
ん
(
フ

ル
ー
ト
)
、
海
和
伸
子
さ
ん
(
バ
イ

オ
リ
ン
)
、
室
内
合
奏
団
ク
レ
メ
ン

テ
ィ
ア
費
全
席
自
由
3
5
0
0
円

(
当
日
4
0
0
0
円
)
、
小
・
中
・

高
生
1
0
0
0
円

圃
室
内
合
奏
団

ク
レ
メ
ン
テ
ィ
ア
友
の
会
・
山
中
古

7
1
8
7
・
0
9
6
0

春
だ

1
飛
び
出
せ
"

膏
春
コ
ン
サ
ー
ト
パ
l
ト
3

日
3
月
お
日
制
①
日
時
初
分
開
演
②

日

時

開

演

所

ア

ビ

ス

タ

曲

目

「デ
ィ
ズ
ニ
ー
メ
ド
レ
ー
」「
コ
パ
カ

パ
l
ナ
」
ほ
か

対
先
着
1
0
0
人

費
無
料
構
成
県
立
我
孫
子
高
等
学

校
、
県
立
沼
南
高
等
学
校
、
県
立
湖

北
高
等
学
校
、
県
立
沼
南
高
柳
高
等

学

校

主

・
圃
県
立
我
孫
子
高
等
学

校
・
本
城
宮
7
1
8
2
・
5
1
8
1

" 
怠第 1161号

参
加
し
て
み
ま
世
ん
か

身
体
障
害
者
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
講
座

日
4
月
6
日
、
日
日
、
初
日
、
幻
日
、

日
・
:
日
時

所
・・・場所

5
月
日
日
、
四
日
、
お
日
い
ず
れ
も

木
曜
日
目
時
1
日
時
所
身
体
障
害

者
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
ウ
イ
ン
ド
ウ

ズ
の
基
本
操
作
、
日
本
語
入
力
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
電
子
メ
l
ル
の
基

本
操
作

対
身
体
障
害
者
手
帳
を
お

持
ち
の
方
、
先
着
5
人
(
初
心
者
の

方
を
優
先
し
ま
す
)
費
無
料

申・

圃
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
明
示
し
、
身
体
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8
8
・
0
1

4
1
m
7
1
8
8
・
0
2
4
2

g
q
z
α
教
室

日
3
月
訂
日
開
9
時
却
分

5
日
時

所
保
健
セ
ン
タ
ー

内
上
手
な
お
や

つ
の
取
り
方
、
手
作
り
お
や
つ
の
試

食
、
む
し
歯
の
な
り
や
す
き
の
テ
ス

ト、

歯
科
で
受
診
す
る
時
の
コ
ツ
な

ど

対
3
歳
児
歯
科
健
康
診
査
受
診

者

S
就
学
前
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保

護
者
、
先
着
目
組
費
無
料

圃
電

話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8
5
・

1
1
2
6
 

認
知
症
の
方
の
家
族
の
集
い

日
3
月
お
日
同
日
時
加
分

1
日
時
加

分

所
保
健
セ
ン
タ
ー

内
介
護
方

法
や
日
ご
ろ
の
悩
み
な
ど
に
つ
い
て

情
報
交
換
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

対

認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い
る
家
族

費
1
1
0
円
(
お
茶
代
)
圃
介
護

支
援
謀
宮
7
1
8
5
・
1
1
1
2

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

mw
春
講
座
開
講
記
念
講
演
会

①
日
4
月
日
日
回
目
時
1
日
時

内

「
カ
マ
ン
・
カ
レ
ホ
ユ
ッ
ク
遺
跡
の

二
十
一
年
一
ア
ナ
ト
リ
ア
高
原
発
掘

内
・・・内容

出
・
:
出
席
者

・
出
演
者

種
・・・種目

調
査
」
(
調
査
隊
が
調
査
の
成
果
と

発
掘
造
物
を
通
し
て
見
た
、
紀
元
前

2
3
0
0
年
か
ら
オ
ス
マ
ン
時
代
に

至
る
歴
史
・
人
々
の
生
活
を
報
告
)

講
師
・:
大
村
幸
弘
さ
ん
(
中
近
東
文

化
セ
ン
タ
ー
主
任
研
究
員
)
②
日

4
月
辺
日
出
口
時

5
日
時
内
「
賢

い
マ
ネ
l
戦
術
…
見
直
そ
う
あ
な
た

の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
」
(
家
計
の
見
直
し
、

住
宅
資
金
、
教
育
資
金
、
老
後
資
金
、

保
険
、
お
金
の
運
用
な
ど
に
つ
い
て

参
考
に
な
る
新
し
い
考
え
方
)
、
講

師
:
・
紀
平
正
幸
さ
ん
(
東
京
F
P
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
側
代
表
)

※
申
し
込
み
育
法
な
ど
詳
し
く
は
、

中
央
学
院
大
学
ア
ク
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ

ー
宮
7
1
8
3
・
6
5
2
9
へ。

が
ん
講
演
会

日
3
月
幻
日
開
日
時
却
分

5
日即時

所
保
健
セ
ン
タ
ー

内
「
拝
啓
、
健

康
に
生
き
た
い
皆
様
へ
病
に
打
ち

勝
つ
食
養
生
」
、
講
師
:・
真
山
政
文

さ
ん
(
側
北
、
準
埴
食
品
科
学
技
術
振

興
財
団
)

対
先
着
回
入
費
無
料

岡
松
本
宮
7
1
8
8
・
5
7
7
0

あ
び
こ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
場
館
建

「
簡
単
ビ
デ
オ
の
つ
く
り
方
」

日
毎
月
第
3
働

(
4
月
以
降
)
日
時

sロ
時
加
分

所
市
民
会
館

内
撮

影
か
ら
編
集
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
音

響
効
果
の
入
れ
方
な
ど
ピ
デ
オ
制
作

を
学
ぴ
ま
す
対
市
内
在
住
の
日
歳

以
上
の
方
で
、
ピ
デ
オ
カ
メ
ラ
と
パ

ソ
コ
ン
を
所
有
し
ピ
デ
オ
作
り
に
興

味
の
あ
る
方
、
先
着
目
入
費
5
0

0
0
円
(
叩
回
分
)
申
・
圃
電
話

か
フ
ァ
ク
ス
、

E
メ
l
ル
で
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
し
N
P
O

法
人

「
A
-
i
-
M
」
玉
造
宮
問
7

1
8
3
・
6
1
1
6
E
メ
l
ル
g
g

白
出
@
百

m
gち

『
我
孫
子
市
史
(
近
世
篇
)
」
を

読
む
講
座
⑤
5
⑦

日
⑤
3
月
お
日
側
⑥
5
月
お
日
制
⑦

7
月
お
日
冊
目
時
i
U時
却

分

所

対
・
:
対
象

・
定
員

費
・
・
・
費
用

ア
ビ
ス
タ

内
⑤
産
業
の
発
展
と
農

間
余
業
⑤
小
金
牧
と
水
戸
様
鷹
場
⑦

交
通
の
発
達
、
近
世
社
会
の
発
展
と

変
容

対
各
回
先
着
川
崎
入
費
無
料

持
「
我
孫
子
市
史
(
近
世
篇
)
』

圃
清
水
宮
7
1
8
9
・
3
1
6
9

中
央
学
院
大
学
ア
ク
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー

夜
間
講
座
を
開
講

日
6
月
7
日
制
5
7
月
5
日
制
の
毎

週
側
四
時
i
m時
却
分
(
全
5
回
)

所
市
民
プ
ラ
ザ
を
予
定

内
激
動
す

る
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
を
乗
り
切
る
講
座

5
回
シ
リ
ー
ズ
・
・
・
①
日
本
と
中
国
の

企
業
経
営
比
較
②
海
外
日
系
現
地
法

人
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
③
新
会
社
法

に
関
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
④
入
、
仕
事

の
多
様
性
と
業
績
、
報
酬
⑤
や
さ
し

い
企
業
診
断
の
方
法
、
講
師
:・
菊
池

敏
夫
さ
ん
(
大
学
院
特
任
教
授
)
ほ

か
大
学
院
担
当
教
授

対

却

入

費

5
0
0
0
円

(
5
回
分
)

※
申
し
込
み
官
接
な
ど
詳
し
く
は
、

中
央
学
院
大
学
ア
ク
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ

ー
宮
7
1
8
3
・
6
5
2
9
m
7
1

8
3
・
6
5
0
6
へ。

景
観
形
成
基
本
計
画

第
2
回
意
見
交
換
会

日
3
月
四
日
同
日
時
初
分

S
所
庁

舎
分
館
大
会
議
室

内
景
観
形
成
基

本
計
画
の
変
更
紫
案
の
説
明
、
意
見

交
換
圃
都
市
計
画
課
・
内
線
5
7

8
 ぼ

し
ゅ
う

第
包
囲
植
木
ま
つ
り
出
底
者

日
4
月
辺
自
国
・
お
日
側

所
手
賀

沼
公
園
多
目
的
広
場

内
草
花
の
菌
、

鉢
植
え
な
ど
、
植
木
、
園
芸
用
品
の

出
庖
対
花
木
や
園
芸
用
品
の
生
産

や
販
売
を
業
務
と
し
て
い
る
方
(
応

募
者
多
数
の
場
合
は
出
庖
内
容
を
考

慮
の
う
え
抽
選
)

申
・
圃
電
話
か

直
接
3
月
辺
固
ま
で
に
公
園
緑
地
課

.
内
線
5
4
5

持
・・・持参

こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー

臨
時
保
育
士

勤
務
日
・
時
間
①
週
1
3
3
日、

1

日
5
1
6時
間
、

4
月
か
ら
就
労
②

週
5
日、

1
日
7
時
間
品
分
(
社
会

保
険
加
入
)
、

6
月
か
ら
産
休
・
育

休
代
替
と
し
て
就
労
対
保
育
士
資

格
を
お
持
ち
の
方
、
の
②
各
1
入

賞
金
時
給
9
7
0
円
(
通
勤
手
当
別

途
支
給
)

申
・
圃
電
話
で
こ
ど
も

発
達
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8
8
・
0
4

マ'つ
臼

根
戸
エ
ン
ジ
ョ
イ
ク
ラ
ブ
会
員

日
毎
月
第
1
・3
出
9
時
i
u時
(
学

校
行
事
に
よ
り
変
更
あ
り
)

所
根

戸
小
学
校
体
育
館

内
太
極
拳
や
ニ

ュ
ー
ス
ポ
l
ツ
を
通
し
、
地
域
の
交

流
を
深
め
ま
せ
ん
か
費
半
年
1
0

0
0
円
申
・
圃
電
話
で
稲
葉
E
7

1
8
4
・
9
7
6
7

ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル
会
員

日
毎
週

ω日
時
日
分

S
U
時
品
分

(
原
則
月
4
回
予
定
)

所
湖
北
地

区
公
民
館

内
初
心
者
向
け
の
ヨ
ガ

対
女
性
費
入
会
金
2
0
0
0
円、

月
額
2
5
0
0
円

申
・
圃
電
話
で

湖
北
ヨ

l
ガ
・
東
峰
宮
7
1
8
8
・

9
6
5
8
 

柏
工
業
専
門
校

ω年
度
一
般
受
講
生

募
集
科
目
①
木
造
建
築
科
(
建
築
基

礎
)
②
専
修
建
築
科

(
2
級
建
築
士

受
験
対
策
)
③
電
気
工
事
科
(
第
2

種
電
気
工
事
支
議
対
策
)
④
建
築

C
A
D
ト
レ
ー
ス
科
(
基
礎
、
応
用
、

受
験
対
策
)
⑤
パ
ソ
コ
ン
科

「昼
」

(
入
門
、
ワ
l
ド
初
級
/
中
級
、
エ

ク
セ
ル
初
級
/
中
級
)
⑤
パ
ソ
コ
ン

科

「夜」

(
入
門
、
ワ
1
ド
、
エ
ク

セ
ル
、
ワ
ー
ド
/
エ
ク
セ
ル
上
級
、

パ
ワ
1
ポ
イ
ン
ト
)

※
受
講
日
・
時
間
な
ど
詳
し
く
は
、

柏
工
業
専
門
校
宮
7
1
4
4
・
6
6

8
1
へ。

申
・:
申
し
込
み
(
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
要
)

お
し
ら
ぜ

定
例
教
育
委
員
会

日
3
月
幻
日
冊
目
時
却
分
予
定
(
議

案
内
容
に
よ
り
変
更
あ
り
)

所
水

道
局
4
階
会
議
室

内
3
月
口
日
働

以
降
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申

傍
聴
さ
れ
る
方
は
開
会
予
定
時
間
前

に
傍
聴
者
名
簿
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
担
当
の
指
示
に
従
っ
て
入
室
し

て
く
だ
さ
い

圃
教
育
委
員
会
総
務

課
宮
7
1
8
5
・
1
1
1
0

介
種
保
険
市
民
会
議
を
公
開

日
3
月
お
日
同
凶
時
1
日即時

所
議

会
棟
第
一
委
員
会
室
檎
題
第
3
期

介
護
保
険
事
業
計
画
(
案
)
に
つ
い

て
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

の
指
定
に
つ
い
て
圃
介
護
支
援
謀

.
内
線
4
1
2

無
料
職
業
相
談
所
の

相
談
日
を
拡
大

「我
孫
子
市
無
料
職
業
紹
介
所
」

の
相
談
日
は
、
毎
週
火
5
金
曜
日
の

9
時
1
日
時
(
祝
日
、
年
末
年
始
と

ロ
時
か
ら
日
時
を
除
く
)
で
し
た
が
、

4
月
か
ら
は
土
曜
日
も
行
い
ま
す
。

ま
た
、
併
設
し
て
い
る
「
我
孫
子

市
高
年
齢
者
職
業
相
談
室
」
の
開
設

日
も
同
様
に
な
り
ま
す
。

圃
商
工
観
光
課
・
内
線
5
0
4

不
幸
な
動
物
を
作
ら
な
い
た
め

に
飼
い
主
へ
の
お
願
い

①
猫
は
室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
、
っ
。

②
繁
殖
を
望
ま
な
い
場
合
は
不
妊
・

去
警
子
術
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

③
引
っ
越
し
な
ど
で
ど
う
し
て
も
飼

え
な
く
な
っ
た
場
合
は
早
め
に
新
し

い
飼
い
主
を
探
し
ま
し
ょ
う
。

圃
手
賀
沼
課
・
内
線
4
6
2

※
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で
は
飼
い
主

探
し
の
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

圃
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
東
葛
飾
支
所

宮

7
1
9
1
・
0
0
5
0

主
・
:
主
催
・
共
催

圃
・
:
問
い
合
わ
せ

学厳週5日制事業@

鵠師団鍬をI第
子育Z支援むシヲー“11111111ラシド"

06年度合員をI篇
公民館では、おもに小 ・中学生を対象に、さま

ざまな体験や地域の方とのコミュニケーションを

通し、豊かな心を膏む場として講座を開催してい

ます。この子どもたちを指導してくださる団体を

募集します。

日時主に土曜日午前9時から午後O時30分まで

場所 アビスタまたは淵じ地区公民館

内容工作(材料費が1人500円以内でできるもの)
対象 4人以上力漕師として参加できる市内で活
動している団体(内容等により選考の場合あり)

講師料 1団体1固5000円(試作費なども含む)
申し込み・固電話で3月30日までに公民館8

7182-0511ヘ

子育て支援セン夕一

06年度の会員登録を受け付けています。

子育て支援センターは、日ごろ家庭で子育てし

ている皆さんが、気軽に突流できる場です。

グループを編成し、毎月テーマを設け、親子で

リズム遊びゃ手遊び、運動遊びなとを行います。

育児についての相談も受けています。

所在地湖北台8の17の9(恵愛保育園内)

対象就学前児童と保護者

登録料無料

※登録方法なと官しくは、子育て支援センター

1まかほかランド.ft7187-5571ヘ。

06年度務孫子市載青香員会

白文化寧第市目スタッフをI第
コンサート錫の受付や錫盟な芯芸術文化事業に協力してしホ

だける市民スタッフを募集します。

資格 市内在住・在勤・在学で、芸術文化事業に意欲的に参加できる方

報酬半日500円、 1日1000円
※文化事業の企画運営スタッフとして参加をお願いすることがあります。

申し込み 指定の申込用紙(教育委員会に用意。希望者には郵送)に必

要事項を明記し、写真を貼有して〒270・1166我課子1684教育委員会文
化諜ヘ郵送または持参(火~金曜日午前8時'30分から午後5時まで)
※申し込みは随時受け付けていますが、委嘱式に参加を希望する方は

4月4日必着でお申し込みください。

@委哩式と第1回全体説明会

日時・場所 4月22日凶午後1時30分から、市民会館
園教育委員会文化課ft7185・1601

市役所の電話番号宮7185-1111 市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp包 は「あびこ楽校Jの事業です。
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柏
値
鷹
掴
祉
セ
ン
タ
ー
を
名
乗
り

個
人
情
報
晶
き
出
す
手
口
に
ご
注
意
『

最
近
、
柏
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

(
柏
保
健
所
)
を
名
乗
り
、

「保
健

所
の
健
康
診
断
を
受
け
る
と
国
の
補

助
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
」

な
ど
と
、
健
康
診
断
の
県
議
を
勧
め
、

従
業
員
の
氏
名
・
年
齢
・
結
婚
の
有

無
・
人
数
な
ど
の
個
人
情
報
を
聞
き

出
そ
う
と
す
る
手
口
が
多
発
し
て
い

ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
(
保
健
所
)
で
は
、

こ
の
よ
う
な
照
会
や
依
頼
は
し
て
お

り
ま
せ
ん
。
右
記
の
よ
う
な
照
会
な

ど
が
あ
っ
た
場
合
は
す
ぐ
回
答
せ
ず
、

柏
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
柏
保
健

8

8
7
1
6
7
・
1
2
5
5
(代
表
)

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「ち
ぱ
環
境
再
生
基
金
」
を

ご
存
じ
で
す
か

ち
ぱ
環
境
再
生
基
金
は
、
み
な
さ

ん
の
募
金
に
よ
り
、
県
民
総
参
加
に

よ
る
豊
か
な
環
境
づ
く
り
の
た
め
の

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
の
環
境
づ
く
り
日
本
一

を
実
現
す
る
た
め
に
、
ご
支
援
・
ご

協
力
を
お
ね
が
い
し
ま
す
。

主
な
事
業
N
P
O環
境
活
動
へ
の
助

成
、
市
町
村
に
よ
る
戦
略
的
自
然
再

守
8
ぬ
V
③

ち
ゃ
れ

い

し

が

曹

え

り

こ

石
垣
英
里
子
ち
ゃん

(寿
・
1
歳

2
カ
月
)

鱈
奇
心
旺
盛
で
、
公
園
の
あ
散

歩
ガ
大
野
き
!
括
き
嫌
い
な
<
何

で
も
よ
く
禽
へ
、
元
気
一
杯
。

第 1161号

生
事
業
へ
の
助
成
、
負
の
遺
産
対
策

へ
の
助
成
、
な
の
は
な
エ
コ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
ほ
か

※
詳
し
い
内
容
は
、
制
千
葉
県
環
境

財
団
E
0
4
3
・
2
4
6
・
2
0
9

1
ホ
I
ム
ペ
ー
ジ

Z
G
H
¥
¥者
若
者

n
w
N・思
¥
叩
白
日

α¥へ。

労
働
力
調
査
に
ご
協
力
を

労
働
力
調
査
は
、
国
の
経
済
政
策

や
雇
用
対
策
に
役
立
て
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

総
務
省
が
毎
月
末
に
公
表
し
て
い

る

「完
全
失
業
率
」
は
、
こ
の
調
査

を
も
と
に
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

調
査
員
が
調
査
票
を
持
っ
て
、
ご

自
宅
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

調
査
対
象
本
町
1
丁
目
、
白
山
1
丁

目
地
区
の

一
部
の
世
帯

四
千
葉
県

統
計
課
E
0
4
3
・
2
2
3
・
2
2

2 
3 「麻

し
ん
風
し
ん
混
合
予
防

接
種
予
診
票
」
の
配
布

予
防
接
種
法
施
行
令
の

一
部
改
正

に
よ
り
、
何
年
4
月
1
日
か
ら
新
た

に
「麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種
」

を
実
施
し
ま
す
。

平
成
同
年
ロ
月
以
前
生
ま
れ
で
4

ず

し

ょ

た

つ
き

園
書
樹
ち
ゃ
ん

(若
松
・

1
歳
3
カ
月
)

白
い
ご
飯
と
あ
姉
ち
ゃ
ん
と
遊

ぶ
の
が
大
野
き
。
ポ
ー
ル
投
げ
が

上
手
巴
出
来
る
と
巴
こ
巴
こ
で
ザ
。

月
1
日
以
降
1
歳
1
2歳
未
満
の
方
、

ま
た
は
5
歳
1
7
歳
未
満
で
小
学
校

就
学
前
1
年
間
に
当
た
る
方
で
次
の

め
②
の
条
件
を
満
た
し
、
麻
し
ん
風

し
ん
混
合
予
防
接
種
を
希
望
す
る
方

は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
予
診
票
を
お
送
り
し
ま
す
。

①
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
と
風
し
ん
ワ
ク

チ
ン
の
ど
ち
ら
も
接
種
し
て
い
な
い

方

②
麻
し
ん
と
風
し
ん
の
ど
ち
ら

も
か
か
っ
た
こ
と
が
な
い
方

な
お
、
平
成
口
年
1
月

i
m月
生

ま
れ
の
方
に
は

「麻
し
ん
風
し
ん
混

合
予
防
接
種
予
診
票
」
を
3
月
中
に

郵
送
し
ま
す
。

圃
保
健
セ
ン
タ
ー
E
7
1
8
5
・
ー

可
ム
司
L
氏
U

雑
草
な
ど
刈
り
取
り
業
者
の

登
録
を
受
け
付
け

雑
草
な
ど
の
刈
り
取
り
業
者
の
笠

録
を
受
け
付
け
ま
す
。

受
録
業
者
は
、
あ
き
地
の
雑
草
の

刈
り
取
り
が
困
難
な
土
地
所
有
者
な

ど
へ
紹
介
し
ま
す
。

対
市
の
競
争
入
札
指
名
参
加
業
者
ほ

4
M
 

※
指
名
参
加
し
て
い
な
い
業
者
は
事

前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
申
請
書
(
消
防
本
部
に
用
意
)
に

必
要
事
項
を
明
記
し
、

3
月
訂
固
ま

で
に
消
防
本
部
警
防
課
へ
持
参

圃

消
防
本
部
警
防
課
E
7
1
8
1
・
7

7
0
1
 

よみがえれ手賀沼
国の定める手賀沼の

水質環境基準 (C0 0値) 以下

千葉県湖沼水質保全計画による
年平均目標COD値

平成18年2月、月平均COD値
採水場所:手賀沼公園沖

平成17年2月、月平均COD値
採水場所:手賀沼公園沖

このコーナーに掲践を希望する方

!et.広報掲蛾依頼書(市役所広報室

に用意またl掛 張子市のホームペー

ジからダウンロード)に必要事項を

記入のうえ、掲蛾希望日の1カ月前

までに広報室ヘ提出してください。

掲践する内容はイベント名・日時・

場所 ・内容・費用・問い合わせ先な

どです。詳しい内容の確認!et.当事

者間で行うようお願いします。

圃 広報室含7185・1269

公共施設利用の活動は、優先的に

錫所ガ確保されているちのではあ

りまぜん。

‘' 
講
演
・
催
し

V
第
3
回
小
さ
な
春
の
コ
ン
サ
ー
ト

3
月
お
日
制
凶
時
初
分
開
場
、
日
時

開
演
。
我
孫
子
中
学
校
体
育
館
。
我

孫
子
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る

「
ス

ペ
イ
ン
在
詩
曲
」
ほ
か
。
入
場
無
料
。

我
孫
子
中
学
校
E
7
1
8
2
・
5
1

9
1
 

V
市
民
文
化
講
座・
謡
曲
(
宝
生
流
)

講
座
生
に
よ
る
素
謡
会

3
月
お
目

冊
目
時
開
演
。
根
戸
近
セ
。
鶴
亀
、

っ
ち
〈
も

竹
生
島
、
羽
衣
、
橋
弁
慶
、

土
蜘、

紅
葉
狩
。
小
林
E
m
7
1
8
5
・
2

2
3
0
 

V
小
学
生
な
ぎ
な
た
教
室

3
月
お

日

ω9時
却
分
1
日
時
。
ア
ピ
ス
タ
。

先
着
却
人
。
無
料
。
運
動
の
で
き
る

服
装
。

繁
足
で
行
い
ま
す
。
電
話
か

フ
ァ
ク
ス
で
沼
辺
宮
町
7
1
8
3
・

日 ..... 1 
(日) 1 4 
14日 O
時議8

15テ
時 コ
30ン

々f
近
セ 3
こ月
も 26

れ
び
。
足
技
を
自
在
に
使
、
つ
武
道
を

体
験
。
女
性
、
初
心
者
歓
迎
。
小
学

校
1
年
生
以
上
、
回
人
。
無
料
。
予

約
を
電
話
で
戸
島
君
0
9
0
・
4
4

5
6
・
4
8
5
2

V
季
節
の
家
庭
料
理
講
習
会

4
月

お
目

ωか
ら
毎
月
第

2ω(全
叩
回
)

叩
時

i
m時
。
天
王
台
北
近
セ
。
先

磐
弘
人
。
-
方
6
5
0
0
円
(
叩
回

分
)。

フ
ァ
ク
ス
で
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
明
記
し
全
国
友
の
会
我
孫

子
支
部
E
m
7
1
8
4
・
2
5
2
8

V
第
ア
固
く
ら
し
を
彩
る
パ
ッ
チ
ワ

ー
ク
展

3
月
お
日

ωi羽
田
附
叩

時

1
四
時
(
最
終
日
目
時
ま
で
)。

ア
ミ
ユ
ゼ
柏
。「
心
豊
か
に
」
を
モ

ッ
ト
ー
に
は
山
人
の
仲
間
で
創
っ
た
作

品
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
無
料
。

飯
島
E
m
7
1
8
8
・
0
1
8
8

V
パ
ソ
碁
で
遊
ぼ
う

4
月

・
5
月

第
1
・
3
・
4
例
目
時
加
分
1
日
時

加
分
(
全
6
回
)。

一
粒
の
麦
(
都

部
、
駐
車
場
あ
り
)。

5
人
。
3
5

市内交通(人身)事故発生件数
(我孫子警察署管内・ 2月~日現在)
2月の発生件数 54件
今年の発生件数(1月-) 100件
前年同期比 -5件

2月の死者数 0人
今年の死者数 2人
前年同期比 +1人

2月の負傷者数 60人
今年の負傷者数 122人
前年同期比 ー2人

0
0
円
。
パ
ソ
コ
ン
持
ち
込
み
も
O

K
。
あ
び
こ
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
ネ
ッ
ト

.
伊
藤
宮
7
1
8
8
・
1
3
3
6

V
ピ
ア
ヘ
ル
パ
l
聾
成
研
修

(2
級

課
程
)

4
月
1
日

i
m月
日
日
の

出

・
冊
目
時

1
口
時
。
柏
市
豊
住
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
。
精
神
障
害
を
お

持
ち
の
方

・
叩
人
、

一
般

・
叩
入
。

3
月
初
固
ま
で
N
P
O法
人
権
利
擁

護
あ
さ
ひ
E
7
1
4
1
・
6
1
3
1

V
ア
l
ト
フ
ラ
ワ
ー
1
日
講
習
会

3
月
却
日
制
叩
時
i
u時
。
ア
ピ
ス

タ
。
パ
ラ
の
コ
サ
ー
ジ
ュ
。
染
色
済

み
の
花
び
ら
を
組
む
だ
け
で
本
格
的

な
手
染
め
作
品
が
完
成
し
ま
す
。
9

4
5
円
(
材
料
代
)
。
電
話
で
要
予

約
。
久
我
E
7
1
8
6
・
2
0
8
5

V
花
ふ
き
ん
縫
い
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

3
月
沼
田

ω叩
時
1
ロ
時
。
福
祉
作

業
所
み
ず
き
。
知
的
障
害
者
の
社
会

参
加
の
活
動
費
づ
く
り
の
た
め
の
花

ふ
き
ん
縫
い
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

我
孫
子
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

・
塙

E
7
1
8
6
・
1
2
7
8

V
い
き
い
き
囲
碁
教
室
毎
週
附
日

時
初
分
1
日
時
加
分
。
東
京
事
務
器

(
湖
北
駅
徒
歩
1
分
)。

初
心
者
に

わ
か
り
や
す
く
、
上
級
を
目
指
す
方

に
は
有
段
者
が
個
人
対
局
。
初
心
者
、

中
級
者
、
先
磐
叩
人
。
2
5
0
0
円
。

岡
田
宮
7
1
8
8
・
5
0
0
O

V
野
村
生
涯
教
育
講
座

3
月
M
白

幽
叩
時

1
日
時
。
船
橋
市
中
央
公
民

館
。
野
村
佳
子
生
涯
教
育
論
、
第
-

寧
:
生
涯
教
育
へ
の
道
程
、
世
界
的

人
間
性
喪
失
の
現
代
社
会
を
考
え
る
。

年
8
因
。
側
野
村
生
涯
教
育
セ
ン
タ

ー

E
m
-
3
3
2
0
・
1
8
6
1

会
員
・
仲
間
募
集

V
英
会
話
の
た
め
の
基
礎
英
語

4

月
四
日
か
ら
毎
月
第
2
・
4
山
wm時

加
分
j
日
時
初
分
。
市
民
会
館
。
⑨

2
0
0
0
円
。
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所

と
氏
名
を
明
記
3
月
お
日
必
磐
〒
2

7
0
1
1
1
4
7
若
松
1
1
2
の
U

今
井
光
代
E
7
1
8
2
・
6
3
3
9

V
英
文
法
を
楽
し
む
会

4
月
5
日

か
ら
毎
週
例
日
時
却
分
5
日
時
却
分。

市
民
会
館
。
英
語
で
の
会
話
や
読
書

に
必
要
不
可
欠
の
文
法
を
楽
し
く
学

ぴ
ま
す。

⑨
2
5
0
0
円
(
教
材
費

別
)
。
佐
藤
宮
0
9
0
・
4
3
7
7

.
8
2
6
7
 

V
英
会
話
サ
ー
ク
ル

「ひ
ま
わ
り
」

毎
週
附
叩
時

i
u時
。
市
民
会
館
。

実
用
的
な
メ
ソ
ッ
ド
で
英
会
話
を
勉

強
。
⑨
2
5
0
0
円
。
佐
藤
宮
0
2

9
7
・
山∞

・
6
6
1
0

V
陣
害
者
の
た
め
の
董
幽
教
室

毎

月
第
1
・
3
出
叩
時

i
u時
。
柴
崎

自
治
会
館
。
障
害
の
あ
る
小
学
生
1

成
人

・
高
齢
者
の
方
で
筆
を
持
て
る

方
(
相
談
の
上
、
付
き
添
い
可
)。

⑨
2
5
0
0
円
。
書
道
用
具

一
式
持

参
。
宮
崎
君
7
1
8
5
・
3
1
0
0

V
我
孫
子
松
海
館

(空
手
道
)

毎

週
回
目
時

i
M時
初
分
。
白
山
中
学

校
武
道
場
。
6
歳
i
小

・
中

・
高
生
、

一
般
、
加
入
。
⑨
2
0
0
0
円
。
見

学
自
由
。
N
P
O
日
本
空
手
道
協
会

.
勝
野
宮
7
1
8
3
・
3
2
2
6

V
楊
式
太
極
拳
ク
ラ
ブ
無
料
講
習
会

3
月
お
自
国
叩
時

1
日
時
初
分
。
高

野
山
小
学
校
地
域
究
流
教
室
。
太
極

拳
と
気
功
。
運
動
の
で
き
る
服
装
、

靴
持
参
。
当
日
直
接
来
場
か
、
電
話

で
3
月
幻
固
ま
で
に
藤
田
宮
7
1
8

2
・
6
2
4
7

V
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
柏
2
団

野
外

・
小
グ
ル
ー
プ
活
動
を
通
し
て
、
社

会
奉
仕
や
人
間
関
係
の
ル
I
ル
を
体

験
学
習
。
脅
少
年
の
力
で
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
企
画
実
施
評
価
。
小

・
中
学
生。

⑨
2
0
0
0
円
程
度
。
募
集
広
報
掛

・
根
本
宮
7
1
8
2
・
0
2
3
2

V
あ
び
こ
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
サ
ー
ク
ル

4
月
1
日
か
ら
毎
月
第
1
・
3
回
目

時
加
分
i
M時
初
分
。
市
セ
。
東
西

文
化
交
流
史
を
勉
強
。
年
6
0
0
0

円
(
テ
キ
ス
ト
代
別
)。

萩
原
E
7

1
8
4
・
1
3
8
6

V
子
ど
も
の
体
操
教
室
「
あ
ら
キ
ツ

ズ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
会
員

毎

週

働
時
時
、
日
時
、

口
時
。
新
木
近
セ
。

ボ
I
ル
、
な
わ
と
び
、
マ
ッ
ト
、
と

び
箱
な
ど
。
幼
児
、
小
学
生。

入
3

0
0
0
円
、
⑨
2
6
0
0
円
。
友
光

E
0
9
0
・
8
5
8
3
・
6
2
0
1

V
日
本
舞
踊
サ
ー
ク
ル
会
員

4
月

7
日
か
ら
毎
週
働
問
時

i
u時
。
新

木
近
セ
(
予
定
)。

懐
メ
ロ
、
最
近

の
歌
謡
曲
と
古
典
物
な
ど
お
け
い
こ
。

浴
衣
、
足
袋
、
扇
(
な
け
れ
ば
入
会

後
で
よ
い
)
持
参
。
⑨
2
0
0
0
円
。

吉
田
宮
7
1
8
7
・
2
5
4
5

V
マ
ジ
ッ
ク
教
室
会
員

4
月
8
日

か
ら
毎
月
第
2
・
4
出
叩
時

i
u時
。

近
セ
こ
も
れ
び
。
マ
ジ
ッ
ク
の
好
き

な
方

・
や
っ
て
み
た
い
方
、
先
磐
加

入
。
入
3
0
0
0円
、
⑨
2
0
0
0

円
。
田
賓
E
7
1
8
5
・
3
7
3
9

不
周
回
目
情
報

"
積
り
ま
す
"

。
有
料
で
申
カ
ラ
l
プ
リ
ン
タ

ー
(
エ
プ
ソ
ン
)
、
電
動
タ
イ
プ
ラ

イ
タ
ー
(
キ
ヤ
ノ
ン
)
:・
岡
野
宮

7
1
8
7
・
2
2
2
1

。
無
料
で
申
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ド

:・
鴨
木
宮
7
1
8
3
・
5
3
7
2

申
女
性
用
ゴ
ル
フ
シ
ュ
ー
ズ

(M

m
)
:
・若
林
君
7
1
0
5
・
6
0

4
4
 

H
世
間
っ
て
く
だ
さ
い
H

。
有

料

で

品

と

桝

久
妻

ま
ち
づ
く
り
協
議
会

・
本
名
古
7

1
8
2
・
6
8
8
4

申
し
込
み

各
連
絡
先
へ
直
接
電

話
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
上
の
注
意

衣
類
、
自
動
車
、

生
き
物
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

※
掲
載
の
申
し
込
み

・
問
い
合
わ

せ
は、

ふ
れ
あ
い
工
房
宮
7
1
8

6
・5
5
0
0
へ
(
月
曜
日
休
館
)
。

近セ=近隣センター、市セ=市民センター、布佐ステ=布佐ステーションホール、入=入会金、⑮=月会費、年=年会費I市民伝言板jの各項目は、右のとおり省略しています。
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甲震
zi災
差地
湾の

荏小
りみ釜

管企
45と
主交
さ流

我孫子第四小学校が、中越地

震で被害を受けた新潟県小千谷

市立小千谷小学校と吏流を続け

ています。

これは、自分たちと同じ小学

生を励ましたいと児童会が立ち

上がり、 2004年11月から始ま

ったもので、全校で義援金やメ

ッセージを送ったり、学年ごと

に手紙を斐換したりしてきました。 2月には

計画が持ち上がり仏、手作りの引音の読み札と絵札を送りました(写真)。

竹林枝長は「メツセ一ジや“.l)い1のちの力jルレ夕ゲ"の読み札づくりを通じ

て、子どもたち，:~いやりの心力胃ってきましたJ と語っていました。

-ー-

議ゑ入場料無料

固農政課・内線512

NECグリーンロケッツ3度目の日本一
第 43回ラグビー日本選手権

2月26日東京秩父宮ラグビー場で行

われた第43回日本ラグビーフ、ソトポー

ル選手権決勝戦で、 NECグリーンロケ

ッツが、 2年連続、 3回目の優勝を果た

しました。決勝戦は、東芝府中プレイブ

jレーパスと雨の中の熱戦となり、 6対6

の引き分けで両者優勝。当日は、昨年

10月に発足した市民スポーツ応援団など約100入力寝けつけ声援をおくりました。

高岩映善ヘ、ソドコーチは「地元の皆さんの大声援がチームの力となったJ、浅野良太主

将は「我諌子に優勝旗を持ち帰ること力守き大変うれしい。地元に密着したチームを目指

したいJと喜びを語っていました。

aLl 

、、

(春休みから営業を再開)

レシS'iiイ'2Jl.~二S~
営業時間午前9聞から午後4時(4月

から午後5閏まで延長) (貧し出しは

終了時間の1時間前まで)

貸出場所 手賀沼公園、サイクルパー

ク我諌子南、鳥の博物館、サイクルパ

ーク天王台南、柏市中央体育館、道の

航しようなん(返却は、どの貸出場所

でも可)

料金 大人300円、小学割以下100円

固あゆみの郷公社O7183・1130(月

・土・日曜日、祝日を除く)

根戸新田の畑に栽培している菜の

花力明き始めました。

開花期間内には、菜の花の摘み取

り(有料)やミ二SLの運行などの

イペン卜を予定しています。

※イぺン卜の実施日など、詳しい内

容はお問い合わせください。

※今年は開花カt例年より遅れています。
場所根戸新田(我菰子駅南口下車

徒歩約25分) <右図参恥

にコ
‘・ _ tf. 
ご43tt-

4司E2 ヘE回

。ミ二SL

営業日 3月18日凶から3月31日樹…

月曜日を除く毎日、 4月以降・・土・

日・祝日(雨天・荒天の場合は休業)

営業時間 3 . 10・11月・・午前10時

から午後4時、 4月から9月・・午前9
時30分から午後5時

場所手賀沼公園

料金 2周200円

。レンタサイクル

営業日 ミ二SLと同じ

画遍凪

豆コヨE

、.

触
れ
て
楽
し
む
生
け
花
展

視
蛍
障
害
者
と
子
ど
も
遣
が
共
同
制
作

2月18日.19日の両日、ア

ビスタで「ハートいけばな

展Jカ潤催されました。

これは、自に障害のある方

が会員となっている「ハート

いけばな会Jと市教育委員会

が共催で開催したもので、見

学者が直接作品に触れて楽し

めるのが特徴です。

4回目となる今年は、ハー

トいけばな会会員が制作した紙粘土の花器に、「我弼子市いけばなこども教

室Jの33人が花を生けた作品(写劃も、展示されました。

1月29日、千葉県弓道場(千葉市天台)で開催された第20回

千葉県西部地区弓道大会において、我弼子市弓道連盟のチームが

団体戦で優勝、天野啓子さんが個人戦で優勝しました。団体の部

での優勝は、第18回大会から3年連続の快挙です。

大会には、松戸、市川など10市が参加。団体の部では各10チ

ーム50人が、個人の部では200人が、自慢の腕を競い合いました。

第
初
回
千
葉
県
西
部
地
区
弓
道
大
会

市
弓
道
一
連
盟
が
団
体
戦
・
個
人
戦
を
制
覇

傍旬

染谷卓選

文芸だより鰭叡
榊原敦子選

花
こ
ぶ
し
縦
丹
念
に
蜘
で
洗
ふ
壁
谷
千
鶴
子

{評
}

畑
仕
事
を
終
え
て
の
快
い
疲
れ
、
ふ
と
見
あ
げ
れ
ば
こ
ぶ
し
の
花
が
夕
景
に
鮮
や
か
だ
。

山

笑

ふ

観

蛾

尽

き

て

遠

拝

み

渋

谷

多

佳

子

{評
}

山
に
兆
し
は
じ
め
た
春
の
気
配
。
つ
い
、
陽
気
も
良
い
も
の
で
寺
社
巡
り
も
進
む
の
だ
。

シ
ル
バ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
ガ
ー
ド
さ
れ
少
女
ら
下
校
な
し
く
る
内
外
側
古
内
静
江

ろ
う
ど
う
り
よ
〈

{評
}

高
齢
化
問
題
に
つ
い
て

「老
働
力
」
の
活
用
を
訴
え
る
。
老
の
力
は
愛
の
力
で
あ
る
と
。

君

針

に

掛

り

み

V
繕

ひ

く

れ

し

母

段

げ

須

田

博

一評
}

「
怨
な
ど
と
い
主
冨
葉
が
生
き
て
い
た
。
そ
れ
参
れ
つ
つ
あ
る
じ
み
の
心
。

痴
て
っ
き
し
路
面
を
子
ら
は
声
あ
げ
行
く
光
の
な
か
の
マ
リ
オ
ネ
ッ
ト

積
む
雪
に
裂
か
れ
し
幹
の
赤
き
肌
都
議
よ
花
を
咲
か
せ
よ

箱
車
に
園
児
六
人
の
せ
ら
れ
て
泣
く
子
は
し
ゃ
ぐ
応
坂
道
を
行
く

巣
立
つ
子
の
酌
酢
の
も
の
瓶
へ
し
荷
を
見
れ
ば
子
離
れ
せ
よ
と
春
風
の
吹
く

訟

と

ま

し

ろ

ひ

ひ

な

な

匙
に
触
れ
鳴
る
孫
の
歯
は
真
白
く
て
雛
あ
ら
れ
の
並
み
た
る
や
A
J
な

の
び
ら
か
な
声
が
と
ど
く
よ
ソ
ソ
ラ
ソ
ド
長
寿
学
園
祭
ち
か
き
夫
の

孫獣1補春卒寒
零蟹3翠の業明

や器月やけ
た小の満リの
ぴさしちタ野
にきかてイを
手鎌Zとー男ア大
拍を v 捉主児と股
暮買ふのいに

ひる生ふ歩
来主戻初ま布ふみ
るる音れ芯号、け

かけのり
な り 身

岡

本

邦

男

川

上

進

也

今

井

岩

夫

音

田

冬

径

野

口

コ

ウ

下

回

文

子

| 文芸だよりは、皆さんがつくる 1
ドコーナーです。蹄め切りは、毎月 l
げO目(必着)。ハガキで1人1作 l
Hこ限ります。 I
川5募先 〒~・m市役所広報 l
|室(住所省略可)ヘ l 
.. 青少年(18歳以下)の部jの作 l
|晶(俳句・短歌)も募集しています。 l
| 青少年の部ヘ応募する方は、か l
lならず年齢を明記してください。，

津

村

阿

里

大
岡
愛
子

小
林
光
江

新

井

正

子

新

藤

道

子

石
河
和
子

け
ま
す
。
花
を
の
ぞ
い
て
、
内
側
に

暗
紫
色
の
小
さ
な
花
ぴ
ら
が
あ
れ
ば

ロ
ウ
バ
イ
、
暗
紫
色
の
古
川
ひ
ら
が
な

く
、
全
体
が
黄
色
な
ら
ば
ソ
シ
ン
ロ

ウ
バ
イ
と
呼
び
ま
す
。

ロ
ウ
バ
イ
と
い
う
名
は
、
花
が
ロ

ウ
細
工
の
よ
う
に
繊
細
で
、
梅
に
似

た
香
り
が
す
る
こ
と
に
よ
り
ま
す
が
、

ろ
う
ヴ
つ

花
が
腕
月
(
旧
暦
十
二
月
)
に
咲
く

か
ら
、
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

花
ぴ
ら
は
十
四
i
十
五
枚
あ
る
よ

。
〈

1
J
う
に
見
え
ま
す
が
、
写
も
花
弁
化
し
、

船

科

奪
花
弁
の
区
別
が
わ
か
ら
な

L

E
E
-

、、

動

し

っ
て
い
ま
す
o

b
ば

花
後
に
で
き
る
果
実
は
葉
巻
タ
パ

し
ほ

一
一
来
日

コ
の
さ
つ
な
形
で
す
。
の
ち
鉱
山
ん

t
h
h
y
で
枝
か
ら
垂
れ
下
が
る
と
、
蓑
虫
そ

つ
く
り
の
姿
で
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
す
。

(
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
)

二
月
の
末
に
市
内
を
め
ぐ
る
と
、

あ
ち
こ
ち
の
人
家
で
、
ロ
ウ
バ
イ
の

仲
間
が
黄
色
い
花
を
つ
け
て
庭
を
飾

っ
て
い
ま
し
た
。
ロ
ウ
バ
イ
は
中
国

原
産
の
落
葉
低
木
で
、
葉
の
出
る
前

に
花
を
つ
け
ま
す
。

ご
る

花
期
は
十
二
月
か
ら
二
月
頃
ま
で

で
、
下
向
き
や
、
横
向
き
の
花
を
つ
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